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漢
代
財
政
制
度
変
革
の
経
済
的
要
因
に
つ
い
て山
国
勝
芳
序
一
般
的
に
言
っ
て
、
制
度
の
変
革
は
、
そ
れ
を
必
然
的
な
も
の
と
す
る
諸
状
況
の
進
展
が
あ
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
が
、
最
終
的
に
は
一
人
乃
至
複
数
の
人
聞
が
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
慣
ら
さ
れ
る
。
即
ち
、
制
度
の
変
革
は
改
革
者
を
必
一
噌
・
と
す
る
。
従
っ
て
、
常
に
客
観
的
状
勢
と
改
革
者
の
意
志
と
が
相
互
関
係
的
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
面
問
題
と
す
る
漢
代
一
一
元
財
政
が
二
克
化
す
る
財
政
制
度
変
@
 
草
に
つ
い
て
言
え
ば
、
従
来
、
こ
の
改
革
者
を
後
漢
の
光
武
帝
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
両
漢
の
聞
に
介
在
す
る
王
葬
時
代
が
財
政
制
度
変
革
の
過
程
に
お
い
て
果
し
た
役
割
が
無
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
儒
教
教
典
を
怒
意
的
に
直
訳
し
た
よ
う
な
王
奔
代
諸
制
度
に
見
ら
れ
る
時
代
錯
誤
性
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
ら
諸
制
度
が
実
際
に
果
し
た
役
割
を
等
閑
視
し
で
は
な
ら
な
い
の
で
@
 
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
既
に
好
並
隆
司
・
河
地
重
造
両
氏
が
主
芥
代
財
政
に
見
ら
れ
る
一
元
化
の
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
見
解
を
正
し
い
も
の
と
考
え
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
義
和
(
漢
大
司
農
)
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
「
帝
国
財
政
」
が
成
立
し
お
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
王
葬
に
よ
る
財
政
制
度
改
革
は
、
前
漢
末
に
見
ら
れ
た
皇
帝
に
よ
る
帝
室
財
政
運
営
の
行
詰
り
を
打
開
し
、
且
中
央
・
地
方
に
お
け
る
@
 
官
僚
層
の
財
政
改
革
の
動
向
に
治
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
即
ち
従
来
の
見
解
と
は
異
な
っ
て
、
財
政
一
元
化
を
箭
ら
し
た
改
革
者
を
王
雰
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
財
政
制
度
を
問
題
と
す
る
以
上
、
そ
の
変
革
に
つ
い
て
は
、
財
政
自
体
の
変
革
過
程
と
、
財
政
に
影
響
を
与
え
た
経
済
的
要
因
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
と
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
場
合
、
財
政
自
体
の
変
革
過
程
は
前
漢
時
代
の
国
家
・
帝
室
両
財
政
の
規
模
の
問
題
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
量
的
に
把
握
し
た
両
財
政
の
規
模
の
大
小
と
そ
の
変
化
を
粛
ら
す
要
因
乃
至
論
理
こ
そ
が
、
同
時
に
財
政
自
体
の
変
革
を
濁
ら
す
要
因
で
あ
り
論
理
で
も
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
更
に
財
政
制
度
変
革
を
腐
ら
す
経
済
的
要
因
の
解
明
に
向
か
う
時
、
経
済
状
勢
一
般
が
財
政
収
入
に
与
え
る
一
般
的
影
響
の
み
な
ら
ず
、
国
家
乃
至
帝
室
財
政
収
入
に
与
え
る
影
響
如
何
と
い
う
具
体
的
問
題
に
立
至
る
な
ら
ば
、
経
済
状
勢
一
般
と
両
財
政
収
入
と
の
関
係
が
明
確
で
な
い
と
い
う
困
難
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
好
並
民
は
、
土
豪
と
そ
れ
に
仮
貸
・
傭
作
の
形
で
経
済
的
に
支
配
さ
れ
た
周
辺
の
小
農
民
と
を
構
成
員
と
す
る
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る
、
と
い
う
基
礎
の
変
化
に
よ
っ
て
財
政
の
一
一
重
性
が
消
滅
す
る
と
す
る
向
、
そ
の
場
合
も
、
社
会
経
済
的
基
礎
の
変
化
と
財
政
の
変
革
を
関
連
づ
け
る
論
理
が
提
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
帝
室
財
政
の
本
来
的
性
格
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
。
増
淵
龍
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
抽
出
代
帝
室
財
政
の
大
宗
を
な
す
山
沢
園
池
の
税
・
市
井
の
税
・
苑
国
池
禦
の
入
な
ど
は
、
専
制
君
主
が
従
来
共
同
体
的
規
制
下
に
あ
っ
た
山
林
薮
沢
を
家
産
化
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
ζ
の
家
産
化
さ
れ
た
山
林
蔽
択
が
戦
国
時
代
以
後
の
専
制
君
主
に
約
束
す
る
莫
大
な
収
入
は
、
山
林
薮
沢
の
産
物
及
@
 
び
そ
の
加
工
品
の
商
品
化
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
、
即
ち
商
業
の
発
達
に
負
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
帝
室
財
政
収
入
の
主
要
な
部
分
は
商
業
取
引
総
量
に
規
制
さ
れ
て
お
り
、
商
業
の
好
況
不
況
が
直
ち
に
生
産
税
・
取
引
税
的
山
沢
園
池
の
税
・
市
井
の
税
及
び
苑
国
池
鎮
の
入
(
苑
固
池
築
申
入
と
商
業
白
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
〉
な
ど
の
収
入
に
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
又
こ
れ
ら
諸
税
入
の
基
礎
で
あ
る
専
制
君
主
の
家
産
と
し
て
の
山
林
厳
択
が
減
少
し
、
乃
至
意
味
を
変
え
て
ゆ
く
時
、
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
帝
室
財
政
そ
の
も
の
の
存
続
が
困
難
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
帝
室
財
政
の
本
来
的
性
格
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
経
済
状
勢
一
般
と
、
特
に
帝
室
財
政
と
の
関
係
が
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
方
法
的
反
省
を
踏
ま
え
て
、
小
論
に
お
い
て
は
、
前
漢
代
国
家
・
帝
室
両
財
政
の
規
模
の
問
題
と
、
財
政
と
社
会
経
済
状
勢
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
即
ち
改
革
に
至
る
諸
状
況
の
う
ち
経
済
的
側
面
の
解
明
を
課
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
漢
初
の
財
政
に
つ
い
て
漢
書
百
官
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
制
は
秦
制
を
継
承
し
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
財
政
制
度
に
つ
い
て
も
秦
の
制
度
を
ま
d骨
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
史
料
的
制
約
の
た
め
そ
れ
は
困
難
で
あ
り
、
勢
推
論
に
基
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
が
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
賦
放
が
少
府
に
属
し
、
且
そ
れ
が
少
府
属
官
の
大
内
即
ち
都
内
に
納
入
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
少
府
は
、
大
内
即
ち
都
内
に
賦
放
を
収
@
 
納
し
て
寧
費
に
充
当
し
、
又
少
内
即
ち
御
府
や
宮
中
諸
官
に
山
沢
閤
池
の
税
・
市
井
の
税
な
ど
の
収
入
を
収
納
し
、
宮
廷
費
な
ど
に
支
給
し
て
⑪
 
い
た
こ
と
に
な
り
、
一
方
治
莱
内
史
は
、
田
租
及
び
公
回
収
入
の
米
穀
を
管
理
下
の
太
倉
や
紫
陽
致
倉
な
ど
諸
倉
に
収
納
し
、
俸
蘇
や
軍
糧
に
支
給
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ζ
れ
を
図
示
す
る
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。
f-「治
菜
室表府
秦
の
財
政
機
構
太
会
叉
び
赦
倉
な
ど
の
諸
倉
⑫
 
・
督
道
倉
実
収
入
国
租
・
公
団
支
出
"
俸
掠
寧
糧
1
|大
内
ハ
都
内
)
一
収
入
ニ
同
紙
支
出
・
寧
費
・
(
官
庁
費
?
・
賞
賜
〉
一
|
|
少
内
(
御
府
)
及
び
宮
中
諸
官
収
入
・
山
沢
園
池
町
税
・
市
井
町
税
・
苑
閏
・
公
国
支
出
"
宮
廷
費
・
(
賞
賜
)
即
ち
、
国
家
財
政
に
属
す
る
警
の
賦
欽
が
少
府
白
管
轄
で
あ
り
、
又
治
莱
内
史
は
米
穀
の
転
運
並
び
に
貯
蔵
を
掌
る
が
、
皇
帝
と
の
関
係
(
即
ち
私
的
側
面
)
で
は
皇
帝
の
倉
庫
的
性
格
を
も
ち
、
一
方
少
府
は
賦
飲
及
び
田
租
以
外
の
諸
税
入
を
掌
る
財
政
担
当
官
で
あ
る
が
、
皇
帝
と
の
関
係
で
は
金
銭
布
吊
な
ど
の
形
態
で
徴
収
す
る
多
様
な
財
物
を
収
納
す
る
皇
帝
の
財
庫
的
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
泰
代
の
治
莱
内
史
・
少
府
が
既
に
そ
れ
ぞ
れ
国
家
・
帝
室
両
財
政
の
担
当
官
で
あ
っ
た
と
は
簡
単
に
規
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ
共
に
国
家
財
政
機
関
的
性
格
と
帝
室
財
政
機
関
的
性
格
の
二
重
性
を
も
っ
て
い
た
と
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
秦
代
財
政
は
収
入
・
支
出
・
担
当
官
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
次
第
に
両
財
政
分
化
の
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
財
政
自
体
は
皇
帝
の
家
産
と
し
て
の
性
格
が
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
秦
の
財
政
か
ら
、
漢
代
に
な
る
と
、
治
粟
内
史
・
少
府
が
そ
れ
ぞ
れ
国
家
・
帝
室
両
財
政
担
当
官
と
な
『
て
両
財
政
を
運
用
す
る
こ
元
財
政
が
明
確
化
す
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
治
莱
内
史
が
皇
帝
の
家
産
の
中
か
ら
国
家
財
政
担
当
官
と
し
て
独
立
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
漢
代
財
政
制
度
変
革
白
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
ハ
山
回
〉
四
主
の
で
あ
る
a
そ
れ
は
直
接
的
に
は
賦
欽
を
扱
う
大
内
即
ち
都
内
が
少
府
か
ら
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
泰
代
治
莱
内
史
は
そ
の
米
穀
を
緑
米
や
寧
糧
に
支
給
す
る
こ
と
か
ら
国
家
財
政
担
当
官
と
し
て
の
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
が
、
高
温
元
年
に
設
置
さ
れ
た
漢
代
治
莱
内
史
は
楚
漢
の
抗
争
中
軍
糧
調
達
機
関
と
し
て
重
要
性
を
増
し
、
高
祖
国
年
算
賦
課
税
後
、
賦
飲
を
納
め
る
大
市
川
即
ち
都
内
を
少
府
か
ら
移
管
し
て
、
田
租
・
賦
飲
収
入
を
主
と
す
る
天
下
の
銭
穀
を
扱
う
国
家
財
政
機
関
と
し
て
独
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
み
。
一
日
泰
代
少
府
は
賦
数
を
扱
う
も
の
の
、
皇
帝
の
供
養
を
主
と
す
る
私
的
機
関
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
り
、
次
第
に
そ
の
多
様
な
機
能
を
分
化
し
つ
つ
、
漢
に
至
っ
て
遂
に
大
内
即
ち
都
内
を
分
離
し
て
決
定
的
に
帝
室
財
政
担
当
官
化
し
た
も
の
で
あ
る
う
。
漢
初
の
財
政
を
検
討
す
る
前
に
前
漢
の
財
政
機
構
を
表
E
に
図
示
す
る
。
表
E 
前
漢
の
財
政
機
構
@
門
国
家
財
政
〕
⑮
⑫
 
収
入
・
。
算
賦
凶
田
租
ω更
賦
ω塩
鉄
事
売
ω均
輸
・
平
準
伺
売
官
同
公
田
沼
田
〉
ω済
繕
伺
臆
罪
帥
口
賦
帥
諾
議
税
支
出
・
川
内
俸
禄
ω軍
費
川
判
官
庁
事
務
費
ω祭
組
自
費
糾
土
木
の
費
約
備
荒
費
但
外
交
費
但
賞
賜
官
署
“
大
司
農
1
1太
倉
・
郡
国
諸
倉
農
監
一
収
入
"ω
・
ω・
切
・
制
支
出
M
M
円
以
下
町
米
穀
を
要
す
る
支
出
一
|
都
内
一
収
入
・
ω・
ω・
ω・
ω・
ω・
ω・
ω・
ω
一
⑫
「
均
輸
・
平
車
斡
官
・
鉄
市
支
出
・
ω以
下
〔
帝
室
財
政
)
収
入
"ω
山
沢
園
地
の
税
ω市
井
の
税
問
口
銭
ω苑
園
池
集
り
入
日
開
公
団
刷
酎
金
問
鋳
銭
刷
貢
献
⑮
@
 
支
出
"
例
皇
帝
D
供
養
費
削
明
後
宮
自
費
例
祭
記
の
費
ω少
府
水
衡
由
一
雑
費
川
門
賞
賜
官
署
生
府
i
J
|御
府
一
収
入
"ω
以
下
白
金
銭
布
吊
収
入
支
出
V
M円
以
下
「
尚
方
・
太
官
な
ど
り
宮
中
諸
官
及
び
都
水
・
農
官
ω以
下
及
び
川
円
以
下
り
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
物
品
目
出
納
水
衡
都
尉
J
l
上
林
令
以
下
の
諸
官
一
収
入
・
ω-MW-∞
@
支
出
"ω
以
下
了
均
輸
・
鍾
宮
・
癖
銅
・
技
巧
・
:
鋳
銭
官
漢
初
回
両
財
政
は
、
例
え
ば
「
漕
転
関
東
莱
、
以
給
中
都
官
、
歳
不
過
数
十
万
石
。
L
(
史
記
平
準
書
)
と
あ
る
よ
う
に
、
関
東
か
ら
京
師
に
運
ぶ
米
穀
の
量
も
後
の
武
帝
元
朔
年
聞
の
百
万
石
や
武
帝
後
半
の
四
百
万
石
か
ら
六
百
万
石
と
い
う
量
(
武
帝
以
後
四
百
万
石
巴
定
制
化
す
る
〉
に
比
較
し
て
、
わ
ず
か
数
十
万
石
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
規
模
は
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
且
且
吏
緑
、
度
官
用
、
以
賦
於
民
」
(
平
準
審
〉
と
い
う
原
則
に
照
ら
せ
ば
、
少
事
で
あ
っ
た
漠
初
の
財
政
規
模
が
小
さ
い
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
。
文
西
村
元
佑
氏
は
、
漢
初
の
財
政
@
 
に
つ
い
て
、
帝
室
財
政
中
心
で
あ
り
、
帝
室
財
政
の
規
模
が
国
家
財
政
よ
り
も
大
き
か
っ
た
と
す
る
。
実
際
漢
初
に
あ
っ
て
は
、
山
沢
国
池
の
税
の
大
宗
を
な
す
塩
鉄
の
税
は
少
府
の
収
入
で
あ
り
、
国
営
商
業
的
均
輸
平
準
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
し
、
支
出
面
か
ら
見
て
も
将
作
少
府
の
@
 
費
用
は
少
府
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
武
帝
以
後
に
比
ベ
て
少
府
管
掌
の
財
政
規
模
が
相
対
的
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
官
史
が
少
な
い
こ
と
と
、
漢
初
に
広
範
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
各
官
署
の
自
給
飢
は
、
右
に
引
用
し
た
平
準
書
の
原
則
に
照
ら
し
て
み
た
時
、
治
粟
内
史
の
支
出
を
少
な
い
も
の
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
撲
初
の
財
政
規
模
が
小
さ
く
、
し
か
も
帝
室
財
政
の
規
模
が
大
き
い
説
明
に
は
な
り
え
な
い
。
よ
り
重
要
な
要
因
と
し
て
、
高
祖
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
郡
国
制
が
財
政
に
与
え
た
影
響
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
史
記
巻
一
七
漢
輿
以
来
諸
侯
王
年
表
の
序
に
、
白
馬
門
太
原
以
東
至
遼
陽
、
為
燕
代
国
。
常
山
以
南
、
大
行
左
転
、
度
河
済
、
阿
額
以
東
蒋
海
、
為
斉
超
国
。
自
際
以
西
、
南
至
九
疑
、
束
帯
江
准
穀
湖
、
薄
会
稽
、
為
梁
楚
港
南
長
沙
園
。
皆
外
接
於
胡
越
。
而
内
地
北
距
山
以
束
、
尽
諸
侯
地
。
大
者
或
五
六
郡
、
連
城
数
十
、
置
百
官
官
観
、
倍
於
天
子
。
漢
独
有
三
河
東
郡
領
川
南
陽
、
自
江
陵
以
西
至
萄
、
北
白
雲
中
至
隣
西
、
与
内
史
凡
十
五
郡
、
而
公
主
列
侯
頗
食
ロ
巴
其
中
。
と
あ
る
。
漢
書
地
理
忘
に
よ
れ
ば
、
秦
の
三
十
六
郡
に
プ
ラ
λ
す
る
こ
と
、
高
祖
は
二
十
六
郡
国
、
文
帝
景
帝
は
各
六
郡
国
で
あ
り
、
女
帝
景
帝
増
置
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
国
で
あ
る
か
ら
、
漢
初
の
直
轄
地
は
全
郡
回
数
の
四
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
強
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
直
轄
郡
の
中
に
公
主
列
侯
の
邑
国
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
諸
王
国
は
、
漢
書
巻
一
下
高
帝
紀
下
十
二
年
=
一
月
の
詔
に
「
其
有
功
者
、
上
致
之
玉
、
次
為
列
侯
、
下
乃
食
邑
。
而
重
臣
之
親
、
或
為
列
侯
。
皆
令
自
置
変
、
得
賦
数
。
女
子
公
主
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
租
税
の
み
で
な
ぷ
賦
飲
の
権
h
も
も
ち
、
丞
相
以
外
の
官
吏
の
任
命
権
を
も
っ
て
王
国
を
治
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
発
兵
権
な
ど
の
函
で
制
約
さ
れ
て
は
い
て
も
、
漢
初
の
諸
侯
王
が
強
大
な
権
力
を
渥
っ
て
い
た
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
こ
の
強
力
で
広
大
な
領
域
を
も
っ
諸
王
国
に
よ
る
租
税
・
賦
飲
の
取
得
こ
そ
が
、
漢
初
の
財
政
規
模
を
量
的
に
制
限
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
呉
玉
湯
の
例
に
見
ら
れ
る
王
国
に
よ
る
山
沢
江
海
の
支
配
漢
代
財
政
制
度
変
草
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
( 
山
回
〉
五
ノ、
が
、
漢
の
財
政
収
入
減
少
を
粛
ら
す
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
王
国
の
存
在
が
漢
初
の
財
政
規
模
を
制
約
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
、
次
に
帝
室
財
政
の
規
模
が
国
家
財
政
よ
り
も
大
き
か
っ
た
要
因
の
検
討
に
移
り
た
い
。
漢
初
の
両
財
政
収
入
を
表
E
に
よ
っ
て
挙
げ
る
と
、
国
家
財
政
は
直
轄
郡
か
ら
の
恒
常
的
収
入
と
し
て
ω算
賦
ω田
租
ω更
賦
初
公
回
が
あ
り
、
そ
の
外
に
ω売
官
ω賄
罪
ω務
嘉
税
の
収
入
が
あ
っ
た
。
又
帝
室
財
政
収
入
は
直
轄
郡
か
ら
の
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
ω山
沢
園
池
の
税
@
 
ω市
井
の
税
ω口
銭
ω苑
国
池
裂
の
入
問
公
回
開
鋳
銭
が
あ
り
、
更
に
諸
侯
王
列
侯
か
ら
の
ω酎
金
ω貢
献
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
両
財
政
収
入
の
項
目
を
列
挙
す
る
だ
け
で
は
両
財
政
の
規
模
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
は
、
両
財
政
収
入
の
大
宗
を
な
す
ω算
賦
ω田
租
及
び
ω山
沢
園
池
の
税
ω市
井
の
税
ω苑
国
池
鎮
の
入
の
本
質
を
考
慮
に
容
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
序
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
帝
室
財
政
収
入
は
領
域
内
の
商
業
の
発
展
に
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
方
人
頭
税
で
あ
る
算
賦
と
田
租
と
は
領
域
内
の
人
口
と
耕
地
面
積
に
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
国
家
財
政
収
入
に
と
っ
て
は
、
広
大
な
王
国
の
存
在
が
直
轄
地
を
狭
め
て
い
る
以
上
、
そ
れ
が
直
接
量
的
に
収
入
を
規
制
し
て
財
政
を
小
さ
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
帝
室
財
政
収
入
に
と
っ
て
は
、
王
国
の
存
在
と
い
う
こ
の
条
件
は
第
一
義
的
な
も
の
と
は
な
り
え
な
い
。
帝
室
財
政
収
入
に
と
っ
て
は
挙
げ
て
商
業
の
発
展
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。「
天
下
既
定
、
民
亡
蓋
滅
。
自
天
子
不
能
具
醇
制
、
而
将
相
或
乗
牛
車
0
・
:
・
:
孝
恵
高
后
之
問
、
衣
食
滋
殖
。
」
(
漢
書
食
貨
士
山
)
と
あ
る
よ
う
広
、
荒
廃
の
中
か
ら
次
第
に
回
復
し
た
経
済
活
動
は
、
宮
山
帝
高
后
時
代
を
経
て
「
富
商
大
賀
周
流
天
下
、
交
易
之
物
莫
不
通
」
ハ
史
記
貨
殖
伝
〉
と
あ
る
よ
う
に
活
発
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
漢
の
直
轄
地
が
黄
河
治
岸
の
三
河
・
束
郡
や
南
陽
・
@
 
頴
川
な
ど
の
、
極
め
て
商
工
業
活
動
が
活
発
な
、
通
商
交
易
路
上
の
要
地
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
又
巴
萄
を
含
め
た
関
中
の
地
は
「
於
天
下
三
分
之
一
、
而
人
衆
不
過
什
三
、
然
量
其
富
、
什
居
其
六
」
ハ
同
伝
)
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
富
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
漢
の
直
轄
地
は
、
領
域
・
人
口
の
上
で
四
割
か
ら
多
く
て
六
割
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
富
は
関
中
の
み
で
も
六
割
で
あ
る
か
ら
、
七
割
或
は
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
富
は
農
業
生
産
力
の
高
さ
を
も
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
商
工
業
の
発
展
に
負
う
所
が
大
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
経
済
力
と
相
関
関
係
を
も
っ
帝
室
財
政
収
入
が
、
領
域
・
人
口
に
規
制
さ
れ
た
国
家
財
政
収
入
よ
り
も
相
対
的
に
大
き
い
も
の
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
誤
り
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
漢
初
の
帝
室
財
政
規
模
が
国
家
財
政
規
模
を
上
回
っ
た
根
本
的
要
因
は
、
郡
国
制
の
採
用
と
、
漢
直
轄
地
に
お
け
る
商
業
の
発
展
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
帝
室
財
政
収
入
に
は
玉
国
か
ら
の
収
入
と
し
て
ω酎
金
と
ω貢
献
が
あ
っ
た
。
酎
金
は
文
帝
の
時
に
設
け
ら
れ
た
酎
金
律
に
基
き
、
一
明
侯
王
・
列
侯
か
ら
千
口
に
つ
き
金
四
両
を
徴
し
た
の
で
あ
る
が
、
漢
初
の
王
国
が
広
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
加
藤
氏
が
推
定
し
た
額
以
上
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
又
漢
書
巻
一
下
高
帝
紀
下
十
一
年
二
月
の
条
に
、
詔
目
、
欲
省
賦
唱
。
今
献
未
有
程
、
吏
或
多
賦
以
為
献
、
而
諸
侯
王
尤
多
、
民
疾
之
。
全
面
侯
王
通
侯
常
以
十
月
朝
献
、
及
郡
奇
以
其
口
数
率
、
人
歳
六
十
三
銭
、
以
給
献
費
。
と
あ
る
よ
う
に
、
貢
献
と
い
う
名
目
で
多
額
の
斌
飲
が
、
特
に
王
国
で
徴
収
さ
れ
る
と
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
諸
侯
王
・
列
侯
は
一
人
六
十
三
銭
の
割
合
で
領
内
の
人
民
か
ら
徴
収
し
て
、
そ
れ
を
貢
献
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
直
轄
郡
で
あ
れ
ば
当
然
国
家
財
政
収
入
と
な
る
賦
飲
が
、
貢
献
の
形
で
帝
室
財
政
収
入
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
又
公
回
収
入
は
国
家
・
帝
室
と
も
に
大
差
な
い
だ
ろ
う
し
、
更
賦
が
口
銭
を
大
巾
に
上
回
る
と
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
初
の
両
財
政
の
規
模
は
、
武
帝
以
後
に
比
べ
て
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
且
帝
室
財
政
の
規
模
が
国
家
財
政
の
規
模
よ
り
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
財
政
状
態
を
腐
ら
す
要
因
と
し
て
高
租
に
よ
る
郡
国
制
の
採
用
と
、
直
轄
地
に
お
け
る
商
業
の
発
展
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
財
政
状
態
が
変
化
す
る
の
は
景
帝
一
一
一
年
の
呉
楚
七
国
の
乱
以
後
で
あ
る
。
宮
崎
市
定
氏
は
、
景
帝
中
五
年
に
王
国
の
賦
欽
の
権
・
治
国
の
権
・
任
官
の
権
が
漢
に
回
収
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
是
以
燕
代
無
北
辺
称
、
呉
准
南
長
沙
無
南
辺
郡
、
斉
趨
梁
楚
支
郡
名
山
政
弘
成
納
於
謀
。
諸
侯
精
徴
、
大
国
不
過
十
余
城
、
小
侯
不
過
数
十
皇
、
上
足
以
奉
貢
職
、
下
足
以
供
養
祭
記
、
以
蕃
輔
京
師
。
而
漢
都
八
九
十
、
形
錯
諸
侯
問
、
犬
牙
相
臨
、
:
・
:
」
(
史
記
巻
一
七
漢
輿
以
来
諸
侯
王
年
表
序
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
辺
境
に
近
い
王
国
は
辺
郡
を
失
い
、
内
地
の
王
国
は
そ
の
支
郡
と
名
山
政
海
を
皆
失
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
漢
は
王
国
の
支
郡
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
直
轄
地
を
拡
大
し
、
恐
ら
く
全
て
の
山
沢
で
は
な
い
ま
で
も
重
要
な
山
択
肢
海
を
回
収
し
て
そ
の
税
収
を
増
加
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
白
財
政
収
入
は
大
巾
に
増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
国
家
財
政
は
直
轄
地
が
鉱
大
し
た
上
に
王
国
の
賦
放
の
権
を
も
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
飛
躍
的
に
そ
の
収
入
を
増
加
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
漢
代
財
政
制
度
変
革
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
( 
山
回、J
七
i¥ 
武
帝
代
に
お
け
る
両
財
政
の
規
模
漠
初
の
安
定
し
た
政
治
の
下
に
あ
っ
て
人
口
と
耕
地
が
増
加
し
、
文
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
王
国
の
権
力
と
領
地
を
削
減
す
る
郡
県
制
の
強
化
が
進
行
し
た
時
、
必
然
的
に
郡
県
制
的
収
入
で
あ
る
田
租
・
賦
欽
の
増
大
を
来
た
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
時
に
自
由
経
済
的
な
漢
初
の
経
済
は
商
業
を
活
発
に
し
て
帝
室
財
政
収
入
を
増
加
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
平
準
書
に
述
ベ
る
武
帝
即
位
当
時
の
府
庫
と
倉
康
の
豊
か
さ
は
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
に
濁
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
支
出
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
時
、
こ
の
蓄
積
は
減
少
し
、
剰
え
従
来
の
収
入
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
元
朔
三
年
に
対
旬
奴
戦
争
の
戦
費
と
賞
賜
に
数
十
百
億
を
費
し
、
「
府
庫
並
虚
」
ハ
平
準
書
〉
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
持
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
増
加
し
た
国
家
財
政
支
出
を
賄
う
為
に
、
照
罪
・
売
官
・
塩
鉄
専
売
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
同
時
に
皇
帝
の
者
修
の
為
増
加
し
た
帝
室
財
政
支
出
を
賄
う
為
に
苑
国
を
砿
大
し
、
鋳
銭
を
上
林
三
官
で
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦
役
や
災
害
の
発
生
に
よ
っ
て
急
激
に
支
出
ぷ
増
加
し
た
り
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
の
あ
る
国
家
財
政
に
比
べ
て
、
帝
室
財
政
が
安
定
し
た
運
営
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
武
帝
代
に
お
い
て
も
、
一
万
狩
二
年
旬
奴
揮
邪
王
の
投
降
受
入
れ
に
百
億
以
上
を
費
し
た
国
家
財
政
補
填
の
為
に
御
府
の
禁
銭
を
支
出
し
て
お
り
、
共
に
支
出
が
増
加
し
た
と
は
言
。
て
も
帝
室
財
政
が
よ
り
安
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
帝
室
財
政
の
規
模
が
国
家
財
政
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
改
め
之
桑
弘
羊
を
中
心
と
し
て
積
極
的
な
財
政
運
営
が
行
な
わ
れ
た
武
帝
代
の
両
財
政
の
規
模
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
漢
代
の
財
政
規
模
を
述
べ
る
場
合
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
次
の
二
つ
の
記
事
で
あ
る
。
孝
一
万
皇
帝
、
奉
承
大
業
、
温
恭
少
欲
、
都
内
銭
四
十
万
万
、
水
衡
銭
二
十
五
万
万
、
少
府
銭
十
八
万
万
。
(
中
略
〉
示
平
悪
偏
、
重
失
人
心
、
賞
賜
節
約
。
是
時
外
戚
質
千
万
者
少
耳
。
故
少
府
水
衡
見
銭
多
也
。
(
漢
書
巻
八
六
王
嘉
伝
)
漢
定
ハ
文
選
巻
三
六
注
引
、
「
宣
」
に
作
る
)
己
来
、
百
姓
賦
鍬
、
一
歳
為
四
十
余
万
万
。
吏
俸
用
其
半
、
余
二
十
万
万
、
蔵
子
都
内
為
禁
銭
。
少
府
所
領
園
地
(
加
藤
前
掲
論
文
は
「
池
」
が
正
し
い
と
す
る
)
作
務
之
八
十
三
万
万
、
以
給
宮
室
供
養
諸
賞
賜
」
。
ハ
太
平
御
覧
巻
六
二
七
引
桓
誇
新
論
)
e
こ
の
う
ち
王
嘉
伝
の
記
事
は
直
接
財
政
規
模
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
く
、
元
帝
が
節
約
し
た
結
果
の
都
内
及
び
少
府
・
水
衡
の
現
銭
残
高
で
あ
っ
て
、
簡
単
に
は
財
政
規
模
比
較
の
史
料
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
又
と
れ
は
あ
く
ま
で
も
現
銭
残
高
で
あ
っ
て
布
烏
や
金
銭
珠
玉
を
も
加
え
た
残
高
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
新
論
の
記
事
は
問
題
が
多
い
。
ハ
円
時
代
。
「
飲
賦
」
の
内
容
白
「
園
地
作
務
」
の
内
容
帥
「
八
十
三
万
万
」
の
数
字
国
円
水
衡
都
尉
の
記
載
が
無
い
こ
と
、
な
ど
の
疑
問
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ハ
門
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
漠
初
の
賦
欽
収
入
は
少
な
く
、
未
だ
こ
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
賦
数
収
入
額
か
ら
考
え
ら
れ
る
と
と
は
、
積
極
財
政
策
の
実
施
さ
れ
た
武
帝
代
以
後
の
比
較
的
安
定
し
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
桓
語
の
生
存
年
代
(
元
帝
建
昭
四
年
国
-n
・8
2、
光
武
帝
建
武
十
年
〉
-u-M恥
か
ら
十
三
年
〉
・
ロ
・
勾
の
思
を
考
慮
に
容
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
近
い
前
漢
末
の
財
政
状
態
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
文
選
注
引
の
新
論
に
「
漢
宜
己
来
」
と
あ
る
と
止
も
と
の
推
測
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。
。
、
こ
の
「
賦
鍬
」
に
つ
い
て
宮
崎
市
定
氏
は
算
賦
・
口
賦
・
更
賦
に
限
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
実
際
、
漢
書
巻
七
八
議
望
之
伝
の
望
之
に
よ
る
「
今
有
西
辺
之
役
、
民
失
作
業
。
雌
戸
賦
口
数
以
隠
共
困
乏
、
古
之
通
義
、
百
姓
莫
以
為
非
。
」
と
い
う
主
張
と
、
張
倣
の
「
昔
先
帝
征
四
夷
、
兵
行
三
十
余
年
。
百
姓
猶
不
加
賦
、
而
軍
用
給
。
・
:
:
其
名
賢
於
煩
援
良
民
横
輿
賦
欽
也
。
」
と
い
う
反
論
を
見
れ
ば
、
賦
数
は
戸
口
@
 
に
基
準
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
く
、
算
成
・
口
賦
・
更
賦
こ
そ
が
そ
れ
に
適
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
外
に
@
 
塩
鉄
専
売
及
び
均
輸
平
準
の
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
均
輸
の
収
入
が
都
内
と
は
別
に
、
恐
ら
く
は
均
輸
及
び
平
準
に
蓄
蔵
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
塩
鉄
論
力
耕
篇
の
次
の
記
事
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。
往
者
、
財
用
不
足
、
戦
土
或
不
得
禄
。
而
山
東
被
災
、
斉
超
大
儀
。
頼
均
輸
之
畜
・
倉
康
之
積
、
戦
士
以
奉
、
機
民
以
版
。
故
均
輸
之
物
、
府
庫
之
財
、
非
所
以
買
万
民
而
専
奉
兵
師
之
用
、
亦
所
以
賑
困
乏
而
備
水
皐
之
災
也
。
倉
鹿
の
積
と
府
庫
の
財
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
均
輸
の
畜
及
び
物
と
い
う
言
葉
は
、
均
輸
の
収
入
が
府
庫
と
は
別
に
蓄
蔵
さ
れ
、
且
銭
よ
り
も
「
物
」
が
多
か
っ
た
叱
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
「
物
L
の
多
く
が
、
「
諸
均
輪
島
五
百
万
匹
」
(
漢
書
食
貨
士
山
〉
と
あ
る
よ
う
に
布
吊
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
ロ
同
及
び
倒
、
こ
れ
叱
つ
い
て
平
中
苓
次
氏
は
「
少
府
の
領
紡
す
る
と
こ
ろ
の
山
川
・
園
池
、
市
井
の
作
務
な
ど
に
関
す
る
租
税
収
入
は
毎
年
十
三
億
銭
に
上
り
:
・
・
」
と
す
る
。
実
際
「
八
十
三
億
」
は
過
大
で
あ
り
、
増
淵
龍
夫
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
「
八
」
は
「
入
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
孔
僅
と
東
郭
威
陽
の
上
奏
に
「
山
海
、
天
地
之
蔵
也
。
皆
宣
属
少
府
、
陛
下
不
私
、
以
属
大
農
佐
賦
」
(
平
準
書
〉
と
あ
る
「
山
海
L
や
塩
鉄
論
の
「
山
海
之
利
」
(
復
古
篇
)
が
、
具
体
的
に
は
塩
鉄
を
指
し
て
お
り
、
塩
鉄
が
山
沢
園
池
の
税
の
大
宗
た
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
移
管
は
漢
代
財
政
制
度
変
革
の
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
ハ
山
回
u 
ゴL
。
少
府
所
管
白
山
沢
園
池
の
税
を
減
少
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
文
国
営
商
業
的
均
輸
・
平
準
の
実
施
も
同
様
の
結
果
を
濁
ら
し
た
と
恩
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
「
十
三
億
」
が
妥
当
で
あ
る
う
。
し
か
し
「
作
務
」
が
平
中
氏
の
言
う
よ
う
に
「
市
井
の
作
務
」
即
ち
市
井
の
税
収
を
指
す
と
は
断
定
で
き
な
い
。
「
作
務
」
が
少
府
の
領
す
る
苑
固
池
鎮
の
入
や
公
回
の
収
入
を
指
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
決
定
的
な
史
料
を
欠
く
以
上
疑
問
の
ま
ま
に
し
て
置
く
外
な
い
。
回
、
付
で
述
べ
た
よ
う
に
と
の
記
事
が
漢
末
の
状
況
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、
水
衡
都
尉
に
関
す
る
記
事
を
欠
く
こ
と
の
意
味
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
好
並
隆
司
氏
は
、
水
衡
都
尉
が
告
絡
の
収
入
を
諸
官
に
分
配
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
両
財
政
を
調
節
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
@
 
と
を
一
市
宇
も
の
で
あ
り
、
武
帝
代
の
特
殊
相
を
担
っ
て
い
る
官
署
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
水
衡
都
尉
は
上
林
苑
を
掌
っ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
皇
帝
の
家
産
を
掌
る
帝
室
財
政
担
当
官
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
し
か
し
水
衡
都
尉
は
少
府
と
異
な
っ
て
、
鋳
銭
を
除
い
て
上
林
苑
内
外
の
苑
園
・
公
国
か
ら
の
収
入
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
な
租
税
徴
収
に
関
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
桓
語
が
新
論
を
奉
っ
て
「
当
世
行
事
」
ハ
後
漢
書
本
伝
〉
を
論
じ
た
時
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
容
れ
て
「
百
姓
賦
飲
」
と
対
比
し
て
少
府
の
収
入
を
述
べ
な
が
ら
も
水
衡
都
尉
を
除
外
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
3
文
水
衡
都
尉
の
収
入
は
予
備
費
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
武
帝
時
、
使
上
林
苑
中
官
奴
解
、
及
天
下
貧
民
貨
不
満
五
千
、
従
置
苑
中
、
養
鹿
。
因
収
提
鹿
矢
、
人
日
五
銭
。
到
元
帝
時
、
七
十
億
万
、
以
給
寧
撃
西
域
。
(
武
英
殿
版
漢
宮
六
種
本
漢
官
旧
儀
〉
と
あ
り
、
武
帝
の
時
以
来
、
上
林
苑
中
に
お
い
て
官
奴
稗
及
び
貧
民
に
鹿
を
養
わ
せ
て
鹿
の
尿
(
「
矢
」
は
尿
で
は
な
く
角
田
意
と
思
わ
れ
る
が
確
証
が
な
い
〉
を
取
ら
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
人
一
目
玉
銭
の
収
入
を
あ
げ
、
元
帝
の
時
に
至
っ
て
七
十
億
に
も
な
っ
て
い
た
と
言
う
a
と
の
七
十
億
の
金
額
は
過
大
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
仮
に
事
実
と
し
て
、
「
撃
西
地
」
が
建
里
一
年
ハ
回
-n
・
3
の
甘
延
寿
・
隙
湯
に
よ
る
郊
支
単
子
討
伐
を
指
し
、
且
武
帝
治
世
の
半
ば
頃
で
あ
る
元
鼎
元
年
ハ
回
・
口
・
ロ
⑦
か
ら
八
十
年
間
の
収
入
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
毎
年
九
千
万
の
収
入
と
な
る
。
と
れ
は
上
林
苑
中
の
事
で
あ
る
か
ら
当
然
水
衡
都
尉
の
収
入
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
収
入
が
蓄
蔵
さ
れ
て
有
事
の
際
に
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
年
度
毎
の
財
政
収
支
に
関
係
し
な
い
特
別
会
計
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
水
衡
都
尉
の
収
入
が
予
備
費
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
王
嘉
伝
の
記
事
に
見
ら
れ
る
水
衡
都
尉
の
現
銭
残
高
が
少
府
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
も
又
桓
薄
が
一
般
的
に
前
漢
の
財
政
収
支
を
論
じ
る
際
に
水
衡
都
尉
を
除
外
す
る
要
因
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
新
論
の
記
事
を
解
し
て
誤
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
前
漢
末
に
は
「
賦
欽
」
収
入
が
四
十
億
、
「
園
地
作
務
」
の
収
入
が
十
三
億
で
あ
り
、
そ
の
他
の
諸
収
入
を
計
算
に
容
れ
て
も
国
家
財
政
収
入
が
帝
室
財
政
収
入
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
漢
初
の
帝
室
財
政
優
位
か
ら
こ
の
よ
う
な
国
家
財
政
優
位
に
転
ず
る
の
は
、
積
極
財
政
策
の
実
施
さ
れ
た
武
帝
代
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
為
に
は
確
実
な
数
字
を
用
い
て
両
財
政
の
規
模
を
比
較
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け
推
測
可
能
な
数
字
を
用
い
て
比
較
し
て
み
た
い
。
漢
書
地
理
志
に
よ
れ
ば
漢
末
の
人
口
は
約
六
千
万
で
あ
る
。
今
仮
に
武
帝
時
代
の
人
口
を
五
千
万
と
し
て
、
十
五
歳
以
上
を
約
五
十
%
、
三
歳
か
ら
十
四
歳
を
四
十
%
と
す
れ
ば
、
算
賦
(
日
算
の
み
)
は
三
十
億
、
口
賦
は
六
千
万
、
口
銭
は
四
億
と
な
る
。
鋳
銭
額
は
毎
年
平
均
二
億
二
千
@
 
余
万
、
酎
金
は
銭
換
算
で
約
千
八
百
万
銭
の
収
入
と
な
る
。
又
田
租
は
、
武
帝
時
代
の
全
耕
地
を
約
七
百
万
頃
と
し
、
休
閑
農
耕
を
計
算
に
容
@
 
れ
て
、
仮
に
毎
年
の
耕
作
面
積
が
そ
の
二
分
の
一
、
一
畝
(
二
四
O
歩
)
当
り
=
一
(
漢
代
)
石
の
平
均
収
量
と
し
て
計
算
す
る
と
、
約
三
千
五
宵
万
石
と
な
る
。
更
に
前
述
の
新
論
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
漢
末
の
ω山
沢
園
池
の
税
・
上
林
苑
以
外
の
苑
園
池
祭
の
入
及
び
公
団
、
或
は
同
開
山
沢
園
池
の
税
・
市
井
の
税
の
合
計
額
が
十
三
億
で
あ
る
。
川
仰
の
場
合
、
塩
鉄
論
園
池
篇
に
「
大
夫
白
、
・
:
是
以
県
官
開
園
池
、
総
山
海
、
致
利
以
助
貢
賦
、
傍
溝
渠
、
立
諸
農
、
広
田
牧
、
盛
苑
因
。
太
僕
・
水
衡
・
少
府
・
大
農
、
歳
誤
諸
入
・
回
収
之
利
・
池
禦
之
仮
、
及
北
辺
置
任
任
(
任
一
字
街
〉
田
官
、
以
謄
諸
用
、
而
猶
未
足
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
合
計
額
は
よ
り
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
上
林
苑
の
収
入
を
加
え
た
も
の
は
か
な
り
の
額
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
仮
に
十
億
を
プ
ラ
九
し
て
二
十
三
億
と
す
る
。
又
仰
の
場
合
は
、
武
帝
代
目
税
収
が
渓
末
よ
り
も
多
い
と
し
て
も
、
国
営
商
業
的
均
輸
平
準
及
び
塩
鉄
専
売
の
実
施
に
伴
う
税
収
の
減
少
を
考
慮
に
容
れ
て
、
そ
の
合
計
額
が
二
十
億
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
推
測
を
基
に
し
て
、
表
E
に
記
載
し
た
両
財
政
の
収
入
の
う
ち
明
確
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
国
家
財
政
hω
算
賦
(
口
算
白
み
)
十
紛
口
賦
H
三
十
億
六
千
万
帝
室
財
政
uω
口
銭
十
M
W
酎
金
+
切
鋳
銭
H
六
億
四
千
万
漢
代
財
政
制
度
変
革
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
( 
山
回
〉
と
な
る
。
も
し
新
論
の
記
事
が
ω
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
帝
室
財
政
収
入
は
右
目
外
に
、
ω
山
沢
園
池
の
税
ω
苑
園
池
饗
の
入
例
公
田
を
加
え
て
二
十
九
億
四
千
万
と
な
る
@
従
っ
て
、
国
家
財
政
ω
+
紛
〉
帝
室
財
政
ω
+
ω
+
ω
+
M
W
+
ω
+
M
W
と
な
る
。
残
る
丙
財
政
の
恒
常
的
収
入
は
ω
田
租
ω
更
賦
ω
塩
鉄
専
売
(
武
帝
代
に
は
酒
田
専
売
も
あ
っ
た
〉
ω
均
輸
・
平
準
仰
公
固
と
、
ω
市
井
の
税
ω
貢
献
と
な
る
。
田
租
は
し
ば
ら
く
置
く
と
し
て
他
の
収
入
を
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
市
井
の
税
収
で
あ
る
が
、
桑
弘
羊
の
均
輸
・
平
準
一
設
置
の
上
奏
に
、
乃
請
置
大
農
部
丞
数
十
人
、
分
部
主
郡
園
、
各
往
往
県
置
均
輸
塩
鉄
官
、
令
遠
方
各
以
其
物
貴
時
商
買
所
転
阪
者
為
賦
、
而
相
擢
輪
。
置
平
準
於
京
師
、
都
受
天
下
委
輸
・
召
工
官
治
車
諸
器
、
皆
仰
給
大
農
。
大
農
之
諸
官
尽
籍
天
下
之
貨
物
、
貴
則
売
之
、
賎
則
買
之
。
如
同
富
商
大
買
無
所
牢
大
利
、
噴
本
、
而
万
物
不
得
騰
踊
。
故
抑
天
下
之
物
、
名
臼
平
準
。
天
子
以
為
然
、
許
之
。
(
史
記
平
準
書
。
文
字
に
若
干
白
異
同
が
あ
る
が
、
漢
書
生
貨
志
と
同
文
〉
と
あ
り
、
天
下
の
貨
物
を
独
占
し
た
国
営
商
業
的
均
輸
・
平
準
の
実
施
は
、
民
間
商
人
を
圧
迫
す
る
目
的
を
も
併
せ
も
つ
以
上
、
一
方
で
商
業
税
の
減
少
を
伴
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う
。
又
塩
鉄
は
、
移
管
さ
れ
る
以
前
に
は
山
沢
園
池
町
税
の
大
半
を
占
め
た
の
で
あ
る
が
、
大
司
農
に
移
管
さ
れ
て
専
売
制
に
切
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
巨
額
の
利
益
を
濁
ら
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
な
い
。
従
っ
て
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
外
国
貿
易
の
盛
況
は
帝
室
財
政
収
入
(
貢
献
及
び
商
税
申
形
で
〉
を
増
加
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
が
、
ω
市
井
の
税
ω
貢
献
の
合
計
額
が
国
家
財
政
収
入
の
刷
更
賦
ω
塩
鉄
専
売
制
均
輸
・
平
準
付
公
回
の
合
計
額
を
上
回
る
と
は
恩
わ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
国
家
財
政
の
優
位
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
新
論
の
十
三
億
が
的
の
場
合
は
、
国
家
財
政
ω
+
帥
V
帝
室
財
政
ω
+
ω
+
ω
+
紛
+
何
日
二
十
六
億
四
千
万
と
な
り
、
両
財
政
の
残
っ
て
い
る
項
目
を
比
較
し
た
場
合
、
公
田
に
つ
い
て
は
少
府
・
水
衡
の
収
入
が
大
司
農
・
太
僕
及
び
郡
県
の
収
入
を
大
き
く
上
回
る
と
は
思
わ
れ
な
い
凶
、
ω
苑
固
池
鎮
の
入
ω
貢
献
の
合
計
額
も
亦
国
家
財
政
収
入
の
ω
更
賦
ω
塩
鉄
専
売
伺
均
輪
・
平
準
を
上
回
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
ωの
場
合
同
様
に
国
家
財
政
の
優
位
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
穀
物
納
を
原
則
と
す
る
田
租
を
意
識
的
に
除
外
し
て
両
財
政
の
規
模
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
王
国
・
侯
国
の
存
在
に
伴
う
回
租
収
入
額
の
減
少
も
そ
れ
ほ
ど
多
額
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
先
の
三
千
五
百
万
石
を
基
準
と
し
て
穀
価
を
一
石
三
十
銭
と
し
て
考
え
て
も
、
銭
換
算
の
田
租
収
入
は
十
億
五
千
万
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
誤
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
武
帝
時
代
、
田
租
を
も
含
め
た
国
家
財
政
収
入
は
帝
室
財
政
収
入
よ
り
も
多
く
、
規
模
の
上
で
優
位
に
立
っ
た
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
一
代
の
財
政
家
桑
弘
羊
を
中
心
に
し
て
国
家
財
政
が
財
政
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
た
武
帝
時
代
に
、
量
的
に
も
国
家
財
政
が
優
位
に
立
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
文
こ
の
よ
う
な
結
果
を
賓
ら
し
た
の
は
、
以
上
に
お
い
て
論
じ
た
こ
と
か
ら
自
ら
分
る
こ
と
で
あ
る
が
、
第
一
に
郡
県
制
的
支
配
の
拡
大
が
あ
り
、
第
二
に
塩
鉄
移
管
を
始
め
と
す
る
、
帝
室
財
政
収
入
の
大
宗
を
な
す
商
工
業
税
を
国
家
財
政
収
入
に
繰
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
後
期
の
財
政
と
経
済
武
帝
代
に
国
家
財
政
は
帝
室
財
政
に
比
べ
て
優
位
に
立
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
漢
後
期
に
そ
れ
が
益
々
重
要
性
を
増
し
、
が
比
重
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
家
財
政
は
帝
国
の
軍
事
・
行
政
の
全
般
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
軍
事
・
行
政
の
支
出
が
増
大
し
た
時
そ
の
規
模
の
拡
大
を
来
た
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
武
帝
の
積
極
財
政
策
が
終
駕
を
告
げ
た
後
も
、
食
貨
志
に
「
宣
・
元
・
成
・
哀
・
平
五
世
、
亡
所
変
改
」
と
言
う
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
塩
鉄
専
売
、
均
輸
・
平
準
を
中
心
と
す
る
財
政
運
営
が
継
承
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
我
々
に
国
家
財
政
支
出
の
拡
大
固
定
化
が
武
帝
以
後
賓
ら
さ
れ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
又
武
帝
代
に
中
央
・
地
方
の
官
吏
が
大
巾
に
増
加
し
た
こ
と
は
行
政
費
を
増
加
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
膨
化
し
た
官
僚
機
構
を
削
減
す
る
こ
と
は
官
僚
制
の
一
般
的
原
則
を
持
出
す
ま
で
も
な
く
極
め
て
困
難
な
と
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
関
東
か
ら
の
毎
裁
の
漕
穀
量
四
百
万
石
が
故
事
と
し
て
定
制
化
さ
れ
何
い
る
よ
う
に
ハ
食
貨
志
v
、
そ
の
支
出
は
固
定
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
又
各
官
署
の
自
給
制
が
次
第
に
大
司
農
の
支
弁
に
切
換
え
ら
れ
て
ゆ
く
と
と
も
に
大
司
農
の
支
出
は
拡
大
す
る
。
更
に
軍
制
の
面
で
も
、
浜
口
霊
園
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
武
帝
の
時
に
越
騎
校
尉
・
長
水
校
尉
な
ど
の
特
殊
部
@
m
w
 
隊
が
設
置
さ
れ
、
外
征
の
従
軍
者
も
次
第
に
募
兵
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
従
来
私
費
で
従
軍
し
た
兵
士
に
比
ベ
て
財
政
負
担
を
増
す
要
因
と
な
一
方
帝
室
財
政
漢
代
財
政
制
度
変
革
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
〈
山
回
) 
阻
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
又
抽
出
の
勢
力
圏
拡
大
に
伴
う
外
交
費
の
増
加
も
国
家
財
政
支
出
を
増
し
た
に
違
い
な
い
。
以
上
述
べ
た
要
因
が
国
家
財
政
の
支
出
を
拡
大
固
定
化
さ
せ
る
主
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
支
出
を
維
持
す
る
も
の
が
、
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
賦
飲
・
田
租
及
び
国
営
商
業
的
塩
鉄
専
売
・
均
輸
平
準
の
収
入
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
食
貨
士
山
に
「
至
昭
帝
時
、
流
民
和
還
、
田
野
益
闘
、
頗
有
畜
積
。
笠
帝
即
位
、
用
支
多
選
賢
良
、
百
姓
安
土
、
歳
数
豊
穣
、
穀
至
石
五
銭
、
農
人
少
利
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
武
帝
の
積
極
政
策
で
疲
弊
し
た
農
民
が
安
定
し
た
生
産
に
従
事
し
て
お
り
、
耕
地
と
人
口
が
増
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
特
に
郡
県
制
的
収
入
で
あ
る
賦
倣
と
田
租
を
増
加
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
帝
室
財
政
収
入
で
あ
る
口
銭
も
亦
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
方
、
武
帝
の
豪
警
な
宮
廷
生
活
の
後
を
承
け
た
前
漠
後
期
の
帝
室
財
政
支
出
も
、
例
え
ば
後
宮
の
費
用
の
如
き
は
容
易
に
減
少
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
費
用
の
多
少
が
皇
帝
の
私
生
活
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
以
上
、
昭
帝
以
後
の
諸
帝
に
差
異
は
あ
っ
て
も
武
帝
代
よ
り
は
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
既
に
昭
帝
の
時
、
「
罷
中
牟
苑
賦
貧
民
」
〈
昭
帝
紀
一
耳
鳳
三
年
)
と
あ
る
よ
う
に
苑
園
を
罷
め
て
お
り
、
宣
帝
も
使
用
の
稀
な
池
饗
を
貧
民
に
仮
与
し
て
い
る
(
宣
菅
紀
地
節
三
年
〉
。
一
克
帝
に
至
っ
て
、
多
く
の
山
沢
・
公
田
及
び
苑
困
を
開
放
し
、
使
用
の
稀
な
宮
館
を
罷
め
た
ハ
元
帝
紀
〉
。
こ
の
山
沢
・
公
団
及
び
苑
国
の
所
謂
仮
与
策
は
、
基
本
的
に
は
豪
族
層
の
発
展
に
対
応
し
て
広
範
に
析
出
し
た
土
地
を
失
っ
た
貧
民
層
に
対
し
て
、
積
極
的
に
生
産
手
段
を
授
与
し
て
そ
の
生
活
を
安
定
さ
せ
、
郡
県
制
的
支
配
体
制
の
中
に
留
め
よ
う
と
し
た
も
の
ぽ
あ
り
、
公
固
に
つ
い
て
言
え
ば
、
従
来
中
央
諸
官
が
高
収
益
を
あ
げ
る
為
に
直
営
し
た
も
の
が
郡
県
制
的
支
配
の
中
に
組
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
財
政
に
お
い
て
は
経
営
主
体
が
中
央
諸
官
の
農
官
か
ら
郡
県
へ
と
変
る
だ
け
で
あ
り
ハ
但
し
仮
作
料
白
変
化
が
考
え
ら
れ
る
て
し
か
も
苑
園
及
び
従
来
少
府
管
理
下
に
あ
っ
た
未
墾
地
が
郡
県
管
理
下
の
公
固
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
む
し
ろ
そ
の
収
入
を
増
加
さ
せ
る
の
に
対
し
、
帝
室
財
政
に
は
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
直
営
さ
れ
、
或
は
仮
与
さ
れ
て
い
た
帝
室
財
政
関
係
の
公
回
及
び
池
袋
な
ど
は
、
先
に
引
用
し
た
塩
鉄
論
閤
池
篇
に
「
立
諸
農
、
広
田
牧
、
盛
苑
闘
」
と
あ
る
よ
う
に
、
貧
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
目
的
で
経
営
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
財
政
収
入
を
増
す
為
に
高
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
経
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
労
働
力
は
前
述
の
漠
官
旧
儀
の
文
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
官
奴
鮮
と
貧
民
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
直
接
経
営
が
昭
帝
以
後
弛
緩
し
て
く
る
時
、
同
じ
く
高
収
益
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
権
家
に
公
団
・
池
禦
を
請
負
わ
せ
る
方
式
が
採
用
さ
れ
、
し
か
も
次
第
に
権
家
の
怒
意
的
経
営
に
任
せ
ら
れ
、
そ
の
目
的
が
十
分
に
達
成
さ
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
苑
国
・
公
国
経
営
の
弛
緩
は
、
一
方
に
お
い
て
「
今
県
官
多
累
奴
斜
、
坐
葉
衣
食
、
私
作
産
業
為
姦
利
、
力
作
不
尽
、
県
官
失
実
。
百
姓
或
無
斗
管
之
儲
、
官
奴
累
百
金
。
」
(
塩
鉄
諭
散
不
足
篇
)
と
あ
る
よ
う
に
、
官
奴
稗
を
使
役
す
る
直
接
経
営
の
全
面
的
弛
緩
を
も
引
起
し
て
い
た
。
貢
百
円
が
「
諸
官
奴
稗
十
万
余
人
、
戯
遊
亡
事
。
税
良
民
以
給
之
、
歳
費
五
六
鉦
万
。
」
(
漢
書
巻
七
二
本
伝
)
と
述
ベ
て
い
る
よ
う
に
、
元
帝
代
に
な
る
と
十
万
余
の
官
奴
鮮
が
有
効
に
使
役
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
又
武
帝
以
後
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
苑
圏
平
宮
館
の
存
在
は
、
無
駄
に
維
持
費
と
人
件
費
を
食
う
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
条
件
が
存
在
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
室
財
政
関
係
の
苑
間
・
公
団
は
開
放
さ
れ
え
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
そ
の
収
入
を
減
少
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
文
苑
箇
の
収
入
が
序
で
述
ベ
た
よ
う
に
本
来
的
に
商
業
の
発
展
に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
苑
園
は
鳥
獣
魚
笛
果
菜
鉱
物
及
び
穀
物
を
生
産
乃
至
捕
獲
し
て
宗
廟
宮
廷
の
用
に
供
し
、
或
は
武
器
生
産
の
為
の
資
材
を
供
給
す
る
。
こ
れ
は
直
接
物
の
形
で
財
政
に
寄
与
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
加
藤
繁
氏
は
西
京
雑
記
巻
一
に
「
武
帝
作
昆
明
池
、
欲
伐
昆
五
日
夷
、
教
習
水
戦
。
困
而
子
上
遊
戯
養
魚
。
魚
給
諸
陵
廟
祭
組
、
余
付
長
安
市
売
之
。
」
と
あ
る
記
事
を
引
い
て
、
苑
園
の
魚
果
が
売
却
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
文
前
節
で
引
用
し
た
漢
宮
旧
儀
の
「
鹿
矢
」
も
一
人
一
日
五
銭
の
収
益
を
あ
げ
る
為
に
は
そ
れ
が
売
却
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
苑
園
の
産
物
を
民
聞
に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貨
幣
収
入
を
も
得
た
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
苑
聞
の
収
入
が
経
済
状
勢
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
帝
室
財
政
関
係
の
苑
圏
・
公
団
そ
り
も
の
の
減
少
と
と
も
に
、
こ
の
点
を
押
え
て
お
き
た
い
。
張
泰
以
来
西
方
と
の
朝
貢
貿
易
が
活
発
化
し
た
こ
と
が
史
記
大
宛
伝
・
漢
書
西
域
伝
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
外
国
貿
易
と
財
政
、
及
び
経
済
全
般
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
漢
書
西
域
伝
賛
に
、
自
是
之
後
、
明
珠
文
甲
通
犀
翠
羽
之
珍
、
盈
於
後
宮
、
蒲
梢
龍
文
魚
目
汗
血
之
馬
、
充
於
黄
門
、
短
象
師
子
猛
犬
大
雀
之
輩
、
食
於
外
因
。
殊
方
異
物
、
図
面
而
至
。
と
あ
る
よ
う
に
、
外
国
産
の
珍
獣
珍
物
が
宮
中
及
び
苑
固
に
満
ち
て
い
る
。
こ
れ
は
朝
貢
貿
易
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
宮
中
及
び
苑
固
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
帝
室
財
政
収
入
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
実
際
、
同
地
理
志
の
南
海
諸
国
の
条
に
、
漢
代
財
政
制
度
変
草
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
( 
山
園、J
五
六
有
訳
長
、
属
貰
門
。
与
応
募
者
供
入
海
、
市
明
珠
壁
流
離
奇
石
呉
物
、
資
黄
金
雑
総
而
往
。
所
至
国
皆
裏
金
為
稿
、
車
頁
買
船
、
転
送
致
之
.
亦
利
交
易
、
割
殺
人
。
叉
苦
逢
風
波
溺
死
。
不
者
数
年
来
還
。
と
あ
る
よ
う
に
、
少
府
属
官
の
黄
門
に
属
す
る
訳
長
が
応
募
者
と
と
も
に
南
海
貿
易
に
従
事
し
て
お
り
、
帝
室
財
政
と
外
国
貿
易
の
関
係
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
は
塩
鉄
論
地
広
篇
で
文
学
が
「
張
務
通
殊
遠
、
納
無
用
、
府
庫
之
蔵
、
流
於
外
国
」
と
言
う
よ
う
に
、
莫
大
な
財
政
支
出
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
外
国
貿
易
に
対
す
る
独
占
的
介
入
が
賓
ら
す
利
益
と
、
外
国
貿
易
の
結
果
盛
と
な
っ
た
脊
修
品
交
易
に
よ
る
市
井
の
税
入
も
亦
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
平
中
苓
次
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
外
交
費
が
国
家
財
政
の
負
担
で
@
 
あ
る
と
す
れ
ば
、
朝
貢
貿
易
は
国
家
財
政
の
府
庫
の
蔵
を
費
し
て
帝
室
財
政
の
富
を
増
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
じ
問
題
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
外
国
貿
易
が
中
国
経
済
に
与
え
た
深
刻
な
影
響
を
次
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
彰
信
威
民
は
、
史
料
に
現
わ
れ
る
金
の
数
量
が
後
漢
に
至
っ
て
激
減
す
る
原
因
を
四
つ
ほ
ど
挙
げ
て
、
そ
れ
V
第
一
に
外
国
貿
易
に
よ
る
流
出
を
挙
げ
、
中
国
と
ロ
ー
マ
の
間
に
あ
っ
て
東
西
貿
易
を
中
継
し
た
安
息
に
中
国
と
ロ
l
マ
の
金
が
流
出
し
た
、
と
し
た
。
叉
宮
崎
市
定
氏
は
、
外
国
貿
易
に
よ
る
金
の
流
出
は
、
中
国
で
銅
銭
の
補
助
貨
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
金
を
減
少
さ
せ
た
、
即
ち
中
国
の
流
通
貨
幣
総
量
。
を
減
少
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
前
漢
後
期
は
不
況
の
時
代
に
な
っ
た
、
と
述
べ
る
。
漢
使
が
賓
ら
す
賜
物
は
金
自
問
を
主
と
し
、
外
国
も
亦
金
吊
を
求
め
て
い
た
だ
ろ
う
と
と
は
疑
な
い
。
貨
幣
と
し
て
の
金
の
重
量
を
検
討
し
た
安
志
敏
氏
は
、
楚
・
秦
及
び
抽
出
の
金
一
斤
の
重
量
が
二
五
0
グ
ラ
ム
前
後
で
大
差
な
い
と
と
(
そ
れ
は
戦
国
時
代
の
商
業
が
発
達
し
各
国
聞
の
貿
易
に
同
一
の
標
準
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
が
漢
代
に
継
承
さ
れ
る
、
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
既
に
戦
国
時
代
湖
来
、
貨
弊
と
し
て
金
が
貿
易
決
済
に
広
範
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
一
市
し
、
彰
信
威
氏
が
秦
及
び
前
漢
の
貨
幣
経
済
を
金
・
銭
本
位
制
で
あ
訟
と
述
べ
た
こ
と
は
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
宮
崎
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
金
の
流
出
は
結
果
的
に
中
国
社
会
に
存
在
す
る
貨
幣
総
量
を
減
少
さ
せ
、
貨
幣
総
量
の
減
少
は
貨
幣
の
流
通
速
度
の
増
加
が
期
待
で
き
な
い
以
上
、
経
済
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。
又
日
常
の
売
買
に
大
量
に
必
要
と
す
る
豆
鉢
銭
の
鋳
銭
額
も
決
し
て
多
い
も
の
吋
は
な
い
。
政
府
が
良
貨
を
大
量
に
賦
税
の
形
で
吸
収
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民
間
流
通
量
は
常
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
牧
野
巽
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
前
漢
後
期
、
銅
貨
の
不
足
現
象
が
起
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
前
漢
末
ま
で
に
鋳
造
さ
れ
た
二
百
八
十
億
の
玄
銑
銭
も
当
時
の
必
要
量
を
満
た
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
と
な
ろ
う
。
と
の
よ
う
に
金
銭
本
位
制
的
前
漢
後
期
の
貨
幣
経
済
は
、
貨
幣
の
量
的
な
制
約
に
よ
っ
て
停
滞
或
は
衰
退
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
文
武
帝
代
に
強
力
な
政
治
力
に
よ
り
商
人
が
抑
え
ら
れ
て
国
営
商
業
的
塩
鉄
専
売
・
均
輸
平
準
が
実
施
さ
れ
た
と
と
も
亦
民
間
商
業
取
引
を
減
少
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
要
す
る
に
、
経
済
に
対
す
る
貨
幣
の
制
約
と
政
治
の
介
入
は
、
一
方
に
お
い
て
人
口
増
加
に
よ
る
商
業
取
引
総
量
の
拡
大
が
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
経
済
活
動
を
停
滞
或
は
衰
退
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
前
漢
中
期
以
後
豪
族
勢
力
が
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
起
こ
さ
れ
た
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
葦
仲
尻
町
の
限
国
策
や
師
丹
の
限
田
奴
牌
策
を
持
出
す
ま
で
も
な
く
、
武
帝
以
後
官
僚
や
豪
族
に
よ
る
大
土
地
所
有
が
進
展
し
、
一
方
で
無
産
の
貧
民
を
発
生
さ
せ
て
い
た
。
又
古
代
商
業
が
常
に
「
以
末
致
財
、
用
本
守
之
」
(
史
記
貨
殖
伝
〉
も
の
で
あ
る
以
上
、
国
家
が
商
業
に
介
入
し
商
人
を
弾
圧
し
た
武
帝
代
に
は
、
告
婚
の
実
施
に
よ
っ
て
多
く
の
回
貨
が
没
入
さ
れ
た
に
も
関
ら
ず
、
商
業
か
ら
土
地
へ
「
資
本
」
を
逃
避
さ
せ
地
主
化
し
た
商
人
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
国
営
商
業
的
塩
鉄
専
売
・
均
輸
平
準
の
実
施
に
伴
っ
て
官
僚
化
し
た
商
人
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
々
に
は
、
商
業
が
高
利
益
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
印
象
以
上
に
、
そ
の
利
益
が
膨
化
し
た
時
い
つ
国
家
の
介
入
を
受
け
る
か
分
ら
な
い
と
い
う
危
険
性
の
方
が
深
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
心
理
的
に
も
商
業
か
ら
土
地
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
又
同
じ
く
商
業
に
従
事
し
て
も
、
「
商
品
生
産
を
目
的
と
す
る
大
農
園
を
経
営
し
、
か
た
わ
ら
高
利
か
し
を
営
む
よ
5
な
、
地
主
的
企
業
再
」
の
形
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
武
帝
以
前
の
よ
う
な
自
由
経
済
的
経
済
の
下
で
の
商
業
の
盛
況
は
も
は
や
あ
り
え
ず
、
一
層
土
地
に
比
重
が
移
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
紀
元
前
一
世
紀
末
に
は
史
料
の
上
に
も
明
確
に
現
わ
れ
て
く
る
豪
族
に
よ
る
荘
園
経
営
は
、
商
業
乃
至
高
利
貸
営
業
と
無
関
係
で
は
あ
り
@
 
え
な
い
も
の
の
、
自
給
自
足
を
基
本
的
性
格
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
奨
重
の
例
や
僅
約
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
己
消
費
に
必
要
な
物
資
を
得
る
為
、
一
定
の
山
択
を
排
他
的
に
囲
込
ん
で
多
様
な
生
産
を
行
な
う
荘
園
の
盛
行
は
、
社
会
の
商
品
流
通
量
を
減
少
さ
せ
、
貨
幣
経
済
を
衰
退
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
ま
た
貨
幣
経
済
の
衰
退
が
こ
の
よ
う
な
自
給
自
足
的
荘
園
を
発
達
さ
せ
た
事
情
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
荘
園
の
盛
行
と
貨
幣
経
済
の
衰
退
と
は
互
い
に
因
と
な
り
、
呆
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
荘
園
を
基
盤
に
し
た
豪
族
に
よ
る
地
方
的
商
耕
が
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
貨
幣
経
済
の
衰
退
と
豪
族
に
よ
る
荘
園
経
営
の
盛
行
は
、
中
国
古
代
商
業
を
衰
退
さ
せ
る
経
済
的
要
因
で
あ
り
、
武
漠
代
財
政
制
度
変
革
の
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
ハ
山
回
〉
七
i¥. 
帝
以
後
の
抑
商
政
策
は
そ
れ
を
強
圧
的
に
衰
退
さ
せ
た
政
治
的
要
因
で
あ
『
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
古
代
商
業
の
表
退
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
商
業
の
発
展
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
山
沢
園
池
田
税
・
市
井
の
税
・
苑
岡
池
鎮
の
入
を
減
少
さ
せ
た
に
違
い
な
い
a
帝
室
財
政
収
入
の
大
宗
を
な
す
こ
れ
ら
の
収
入
が
減
少
し
、
公
回
苑
鴎
が
開
放
さ
れ
て
い
る
以
上
、
前
漢
末
期
の
帝
室
財
政
収
入
が
大
巾
に
減
少
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
は
前
節
で
引
用
し
た
桓
語
新
論
に
記
さ
れ
た
少
府
の
収
入
を
過
大
と
す
る
見
解
の
正
し
さ
を
証
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
、
内
J
。
結
古
代
商
業
の
衰
退
に
伴
う
帝
室
財
政
収
入
の
減
少
は
、
早
晩
、
独
自
の
財
政
運
営
を
行
な
っ
て
き
た
帝
室
財
政
の
存
続
を
危
う
い
も
の
と
す
る
。
又
山
択
の
皇
帝
に
よ
る
一
律
的
家
産
化
と
、
共
同
体
的
使
用
と
を
排
除
し
て
、
次
第
に
豪
族
に
よ
る
荘
園
経
済
が
発
展
す
る
こ
と
は
、
序
で
述
べ
た
よ
う
に
帝
室
財
政
収
入
が
本
米
的
に
皇
帝
に
よ
る
山
沢
の
家
産
化
に
そ
の
基
盤
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
基
盤
。
そ
の
も
の
を
掘
り
崩
す
こ
ば
に
な
る
。
即
ち
山
沢
に
つ
い
て
も
公
出
同
様
、
皇
帝
の
家
産
|
↓
郡
県
制
内
山
択
、
と
い
う
変
化
が
こ
の
時
期
進
展
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
a
文
本
来
的
に
皇
帝
権
力
の
重
要
な
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
帝
室
財
政
収
入
の
比
重
が
低
下
す
る
一
方
、
田
租
・
賦
欽
・
口
銭
と
い
う
郡
県
制
的
支
配
に
基
く
収
入
の
比
重
が
増
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
漢
末
の
財
政
の
状
態
が
、
王
葬
の
財
政
改
革
を
必
然
的
に
し
た
の
で
あ
る
。
注
①
加
藤
紫
「
漢
代
に
於
け
る
国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
区
別
並
び
に
帝
室
財
政
一
斑
」
ハ
『
支
那
経
済
史
考
証
』
上
)
。
①
同
右
。
並
び
に
西
村
元
佑
「
漢
代
の
勧
農
政
策
|
|
財
政
機
構
の
改
革
に
関
連
し
て
|
|
」
〈
『
中
国
経
済
史
研
究
」
)
。
@
好
並
「
酉
漢
元
帝
期
前
後
に
お
け
る
薮
沢
・
公
団
と
吏
治
」
(
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
一
九
号
)
。
河
地
「
王
葬
政
権
白
出
現
」
ハ
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
四
)
。
@
拙
稿
「
漢
代
の
公
回
|
|
経
営
形
態
宮
中
心
と
し
て
l
l」
(
集
刊
東
洋
学
二
五
号
)
。
①
拙
稿
「
換
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
門
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
(
第
一
部
B
〉
第
二
三
巻
第
一
号
U
。
但
し
第
二
節
で
引
用
し
た
史
記
酷
吏
伝
減
宣
伝
及
び
漢
書
循
吏
伝
黄
覇
伝
り
「
米
塩
」
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
。
と
れ
は
全
く
筆
者
の
不
明
に
よ
る
も
白
で
あ
り
、
師
古
注
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
@
「
前
漢
帝
国
自
二
重
構
造
と
時
代
規
定
」
ハ
歴
史
学
研
究
=
一
七
五
号
〉
。
①
増
淵
「
先
秦
時
代
の
山
林
薮
沢
と
秦
自
公
団
」
〈
『
中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
』
)
。
@
前
掲
拙
稿
「
漢
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
。
①
御
府
以
外
に
宮
中
諸
官
を
挙
げ
た
の
は
、
少
府
属
官
の
多
く
は
、
皇
帝
の
供
養
白
み
な
ら
ず
、
同
時
に
各
々
の
官
が
扱
う
物
品
の
保
管
庫
的
役
割
を
果
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注
@
参
照
。
⑬
既
に
注
⑤
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
秦
漠
時
代
、
治
莱
内
史
一
管
理
下
の
公
団
が
関
中
を
中
心
に
相
当
数
存
在
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
漢
書
巻
七
昭
帝
紀
元
鳳
元
年
冬
十
月
の
詔
に
「
故
稲
田
使
者
燕
倉
先
発
覚
、
円
如
淳
目
、
特
為
諸
稲
田
置
使
者
、
仮
与
民
収
其
税
入
也
。
)
以
告
大
司
農
敵
、
倣
告
諌
大
夫
延
年
、
延
年
以
問
。
」
と
あ
る
稲
田
使
者
が
公
団
、
特
に
稲
田
に
関
係
し
た
も
り
で
あ
り
、
燕
倉
が
先
ず
大
司
農
楊
倣
に
告
げ
た
り
は
稲
田
使
者
が
元
来
大
司
農
属
官
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
仮
定
が
誤
な
い
も
り
と
す
れ
ば
、
稲
田
使
者
の
管
掌
す
る
稲
田
は
大
司
農
管
理
下
に
あ
る
ζ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
秦
代
治
莱
内
史
が
内
史
諸
稲
田
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
の
一
傍
証
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
内
⑬
奈
の
俸
禄
が
何
で
支
給
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
断
定
で
き
る
史
料
が
な
い
。
彰
信
威
民
は
、
金
殺
併
給
で
あ
り
、
銭
を
支
給
し
て
い
な
い
と
す
る
が
(
『
中
閏
貨
幣
史
』
入
八
頁
)
、
そ
の
根
拠
が
弱
く
従
い
難
い
。
古
川
朋
信
氏
は
、
漢
初
の
俸
禄
は
穀
物
建
、
武
帝
以
後
銭
建
、
後
漢
は
半
銭
半
穀
で
あ
る
と
す
る
(
「
丙
漢
時
代
目
百
官
秩
禄
制
度
に
つ
い
て
」
東
洋
史
会
紀
要
第
二
冊
)
。
そ
の
証
明
が
十
分
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
秦
及
び
漢
初
D
俸
禄
が
穀
物
建
の
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
泰
代
白
俸
禄
が
穀
物
建
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
賞
賜
な
ど
の
形
で
金
銭
を
支
給
し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
史
記
巻
六
秦
始
皇
本
紀
二
六
年
四
条
で
廷
尉
李
斯
が
「
諸
子
功
臣
、
以
公
賦
税
霊
賜
之
、
甚
足
易
制
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
⑫
漢
書
巻
九
一
貨
殖
伝
(
史
記
も
ほ
と
ん
ど
同
文
)
に
「
室
曲
任
氏
、
其
先
為
督
道
倉
吏
。
〔
孟
康
目
、
若
今
吏
督
租
穀
、
使
上
道
輸
在
所
也
。
師
古
田
、
於
京
師
四
方
諸
道
督
其
租
耳
。
退
者
、
非
謂
上
道
也
。
U
泰
之
敗
也
、
豪
祭
争
取
金
玉
.
任
民
独
筈
倉
莱
。
」
と
あ
り
、
泰
代
、
替
道
倉
吏
な
る
官
が
租
穀
の
転
運
並
び
に
穀
倉
を
監
督
し
て
い
た
も
白
と
恩
わ
れ
る
。
⑬
好
並
民
は
前
掲
「
前
漢
帝
国
の
二
重
構
造
と
時
代
規
定
」
に
お
い
て
、
前
漢
時
代
の
田
租
は
大
司
農
に
納
入
さ
れ
る
が
帝
室
財
政
に
属
す
る
、
と
い
う
見
解
を
述
ベ
て
い
る
。
そ
の
鍵
と
な
る
抽
出
書
食
貨
志
田
「
有
賦
有
説
」
以
下
の
文
は
、
賦
・
税
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
入
・
出
を
異
に
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
が
、
漢
代
田
状
況
を
一
市
す
も
り
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
賦
・
税
共
に
君
主
自
家
産
と
し
て
白
性
絡
が
濃
厚
で
あ
っ
た
時
代
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
除
い
て
も
、
宮
崎
市
定
「
古
代
中
国
賦
税
制
度
」
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
1
)
や
平
中
卒
次
「
中
国
の
古
代
国
家
白
財
政
機
構
」
ハ
古
摸
代
財
政
制
度
変
草
の
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
ハ
山
田
〉
九
。
代
史
講
座
5
〉
〔
後
「
秦
漢
時
代
目
財
政
構
造
」
(
『
中
国
古
代
田
田
制
と
税
法
』
〉
叫
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
軍
事
費
で
あ
る
賦
が
公
的
経
費
と
し
て
次
第
に
独
立
し
、
又
戦
国
期
以
後
四
官
僚
制
白
発
展
に
よ
っ
て
、
俸
禄
在
中
心
と
す
る
行
政
貨
が
膨
張
し
℃
公
的
経
費
と
し
て
認
識
さ
れ
、
や
が
て
国
家
財
政
を
独
立
さ
せ
る
り
で
あ
る
。
即
ち
国
家
財
政
由
成
立
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
皇
帝
由
「
公
的
支
出
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
税
の
一
項
目
で
あ
る
田
租
か
ら
支
出
さ
れ
る
俸
禄
軍
糧
・
備
荒
賀
は
国
家
財
政
支
出
と
な
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
秦
代
に
お
い
て
は
そ
の
担
当
官
で
あ
る
治
粟
内
史
は
「
内
史
」
と
い
う
官
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
ハ
宮
崎
論
文
参
照
)
国
家
財
政
担
当
官
と
し
て
独
立
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
完
全
に
独
立
す
る
の
は
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
漢
初
で
あ
る
と
思
5
0
即
ち
田
租
が
国
家
財
政
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
財
政
収
入
と
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
り
支
出
が
次
第
に
国
家
財
政
支
出
的
な
性
格
を
強
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
財
政
収
入
と
な
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
回
如
く
、
筆
者
は
田
租
が
漢
初
か
ら
国
家
財
政
収
入
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
@
少
府
の
演
化
作
用
に
つ
い
て
は
、
大
庭
筒
「
漢
王
朝
田
支
配
機
構
」
(
『
岩
波
講
盛
世
界
歴
史
』
四
)
参
照
。
⑥
加
藤
前
掲
論
文
・
平
中
前
掲
論
文
及
び
吉
田
虎
雄
『
雨
漠
租
税
由
研
究
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
収
入
・
支
出
町
各
項
目
を
列
挙
し
た
。
@
平
中
「
漢
代
田
馬
口
銭
と
口
銭
」
ハ
『
中
国
古
代
田
田
制
と
税
法
』
)
に
よ
っ
て
、
漢
初
以
来
二
十
三
銭
の
口
銭
を
徴
収
し
、
武
帝
の
時
、
そ
の
う
ち
三
銭
を
口
賦
と
し
て
寧
費
に
充
て
た
と
す
る
ロ
@
加
藤
前
掲
論
文
で
は
「
帯
型
車
は
新
盤
地
か
ら
収
め
ら
れ
る
も
の
で
、
や
は
り
地
説
。
一
種
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
し
か
し
菊
藁
は
新
墾
地
か
ら
の
み
徴
収
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漢
書
巻
七
二
貢
雨
伝
に
「
農
夫
父
子
、
・
・
己
奉
穀
租
、
又
出
藁
税
、
」
と
あ
る
が
、
こ
り
記
事
か
ら
は
同
じ
土
地
か
ら
田
租
白
外
に
更
に
嘉
税
を
徴
収
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
既
に
好
並
前
掲
「
前
漢
帝
国
の
二
重
構
造
と
時
代
規
定
」
に
お
い
て
漢
書
巻
六
九
趨
充
国
伝
由
記
事
を
引
い
て
、
「
茨
藁
」
が
草
馬
の
飼
料
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
糧
抹
用
を
中
心
と
し
て
様
々
な
形
態
で
使
用
さ
れ
る
わ
ら
が
、
国
家
に
よ
っ
て
恒
常
的
に
全
耕
地
か
ら
徴
収
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
ロ
そ
し
て
努
藁
そ
の
も
の
を
徴
収
す
る
必
要
の
な
い
所
で
は
萄
嘉
銭
と
し
て
銭
納
さ
れ
た
も
由
と
怠
わ
れ
る
。
後
漢
書
巻
一
上
光
武
帝
紀
注
引
東
観
記
に
よ
れ
ば
、
王
葬
時
代
の
こ
と
で
は
あ
る
が
「
甥
襲
銭
」
を
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
前
漢
一
代
を
通
じ
て
菊
藁
説
。
銭
納
化
が
進
み
、
王
葬
代
も
そ
の
傾
向
を
承
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
叉
後
漢
D
租
税
免
除
認
令
中
に
多
見
さ
れ
る
「
飼
葉
」
も
、
全
耕
地
か
ら
徴
収
さ
れ
、
E
そ
り
多
く
が
銭
納
化
し
た
「
菊
襲
銭
」
を
意
味
す
る
も
り
と
推
測
さ
れ
る
。
⑮
と
れ
ら
諸
官
は
財
庫
的
機
能
を
も
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
漢
書
巻
九
九
下
主
葬
伝
下
に
「
i
:及
都
内
・
平
準
務
蔵
銭
高
珠
玉
財
物
甚
衆
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
平
準
は
財
庫
的
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
⑬
加
藤
前
掲
論
文
で
は
祭
記
町
費
を
国
家
財
政
支
出
と
す
る
が
、
平
中
前
掲
「
中
国
の
古
代
国
家
の
財
政
機
構
」
で
は
帝
室
財
政
支
出
と
す
る
.
確
か
に
平
中
氏
町
述
べ
る
よ
う
に
、
祭
具
阜
、
供
物
は
少
府
・
水
衡
か
ら
調
進
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
祭
一
此
の
際
必
要
と
す
る
百
官
。
経
費
は
国
家
財
政
支
出
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
国
家
・
帝
室
と
も
に
祭
記
の
費
を
支
出
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
漢
書
百
官
表
・
郊
記
志
に
よ
る
と
、
長
安
田
宗
廟
・
神
洞
及
び
離
の
五
時
白
供
物
調
進
の
為
に
長
安
厨
官
、
鹿
犠
、
掌
畜
官
・
陸
厨
官
が
=
一
輔
に
置
か
れ
て
お
り
、
同
巻
七
六
韓
延
寿
伝
に
「
延
寿
聞
知
、
即
部
吏
案
校
望
之
在
漏
朝
時
廉
犠
官
銭
放
散
百
余
万
」
と
あ
り
、
同
巻
八
五
谷
永
伝
に
「
益
減
大
官
・
導
官
・
中
御
府
・
均
宮
・
掌
畜
・
鹿
犠
用
度
、
:
・
以
助
大
司
農
。
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
諸
官
。
経
費
は
三
輔
の
特
別
会
計
で
あ
り
、
特
殊
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
三
輔
の
所
管
で
あ
る
か
ら
国
家
財
政
に
属
す
る
も
り
と
思
わ
れ
る
。
@
加
藤
前
掲
論
文
で
は
、
企
府
・
水
衡
の
官
吏
の
俸
禄
を
も
こ
白
項
目
に
入
れ
る
が
、
官
秩
を
有
す
る
官
僚
は
全
員
が
大
司
農
か
ら
俸
禄
を
受
領
し
た
と
解
す
る
方
が
よ
い
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
@
漢
書
巻
六
六
棟
万
年
伝
附
威
伝
に
「
(
陳
威
)
後
覚
徴
入
為
少
府
e
少
府
多
宝
物
属
官
。
成
皆
鈎
校
、
発
其
姦
域
、
没
入
事
権
財
物
。
官
属
及
諸
中
宮
黄
門
・
鈎
盾
・
披
庭
官
吏
、
挙
奏
按
論
、
畏
戚
皆
失
気
。
」
と
あ
り
、
叉
同
九
九
下
王
雰
伝
下
に
「
時
省
中
黄
金
万
斤
者
為
一
匿
、
尚
有
六
十
置
、
黄
門
・
鈎
盾
・
城
府
・
中
尚
方
処
処
各
有
数
匿
。
」
と
あ
り
、
宮
中
諸
官
は
財
庫
の
機
能
を
も
も
っ
て
い
た
。
叉
史
記
平
準
蓄
に
「
及
揚
可
告
緩
銭
、
上
林
財
物
衆
、
乃
A
V
水
衡
主
上
林
。
上
林
既
充
満
、
益
広
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
林
苑
内
に
巨
額
の
財
物
を
蓄
え
て
お
り
、
水
衡
都
尉
属
官
白
多
く
も
同
様
白
機
能
を
も
っ
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。
な
お
都
水
は
ωに
関
係
し
、
農
官
は
伺
に
関
係
す
る
。
@
佐
藤
武
敏
『
中
国
肯
代
工
業
史
白
研
究
』
九
O
責
以
下
で
、
技
巧
も
鋳
銭
官
で
あ
る
と
す
る
。
@
西
村
前
掲
論
文
。
@
加
藤
前
掲
論
文
。
@
周
笥
渓
「
西
漢
財
政
制
度
之
一
斑
」
(
食
貨
第
三
巻
八
朗
)
@
叉
前
揚
拙
稿
「
漢
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
第
一
節
注
六
参
照
。
@
宮
崎
市
定
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
史
記
貨
殖
伝
に
「
秦
漢
之
制
、
列
侯
封
君
、
食
租
税
、
歳
率
戸
二
百
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
封
君
に
賦
倣
。
権
が
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
詔
や
後
出
の
高
祖
十
一
年
二
用
回
詔
に
よ
れ
ば
、
列
侯
に
は
賦
倣
由
権
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
そ
れ
を
失
っ
た
時
期
が
問
題
に
な
る
が
、
恐
ら
く
諸
侯
王
同
様
呉
楚
七
国
の
乱
以
後
で
あ
ろ
う
。
@
漢
書
巻
一
九
上
百
官
表
上
諸
侯
王
の
条
。
な
お
列
侯
白
治
国
自
権
は
、
侯
園
が
郡
に
属
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
極
出
て
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ぅ。
@
布
目
潮
混
「
前
漢
の
諸
侯
王
に
関
す
る
こ
=
一
四
考
察
」
漢
代
財
政
制
度
変
革
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
( 
山
〈
西
京
大
学
学
術
報
告
人
文
三
号
〉
田
、J
@
武
帝
元
鼎
四
年
上
林
三
官
の
み
が
鋳
銭
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
ま
で
、
官
鋳
・
私
鋳
を
問
わ
ず
、
中
央
の
み
な
ら
ず
地
方
で
も
鋳
銭
が
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
収
入
の
帰
属
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。
し
か
し
鉱
工
業
税
が
帝
室
財
政
収
入
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
鋳
銭
白
収
入
も
同
様
に
そ
の
収
入
と
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
@
平
中
「
居
延
漢
簡
と
漢
代
田
財
産
税
」
ハ
『
中
国
古
代
田
田
制
と
税
法
」
)
で
述
べ
る
よ
う
に
、
漢
初
以
来
、
人
頭
税
で
あ
る
口
算
と
と
も
に
財
産
説
で
あ
る
賀
算
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
む
課
税
対
象
が
田
宅
・
奴
稗
・
車
船
・
牲
畜
司
と
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
経
済
状
況
に
よ
っ
て
質
算
収
入
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
大
多
数
D
農
民
は
貸
算
四
万
銭
以
下
で
回
宅
及
び
役
畜
を
所
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
も
基
本
的
に
は
領
域
内
の
人
口
と
耕
地
に
制
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
円
米
国
賢
次
郎
氏
は
「
秦
漠
帝
国
白
軍
事
組
織
」
(
古
代
史
講
座
5
一一七
一
一
貝
〉
に
お
い
て
、
質
産
四
万
銭
官
官
(
た
り
得
る
者
〉
・
民
自
境
界
線
で
あ
り
、
そ
の
境
界
線
は
兵
役
の
場
合
、
土
と
卒
の
区
分
に
な
っ
て
現
れ
る
と
す
る
。
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。
〕
@
宇
都
宮
清
吉
「
酉
漢
時
代
目
都
市
」
(
『
漠
代
社
会
経
済
史
研
究
匂
・
日
比
野
大
夫
「
史
記
貨
殖
列
伝
と
漠
代
白
地
理
区
」
(
東
方
学
報
京
都
四
一
冊
v
。
叉
漢
代
の
陸
路
に
つ
い
て
は
諸
宗
義
「
漢
代
圏
内
陸
路
交
通
考
』
を
彦
照
。
こ
れ
ら
り
地
域
由
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
史
記
貨
殖
伝
・
漢
書
地
理
志
に
詳
し
い
。
@
加
藤
前
掲
論
文
。
但
し
漢
末
に
比
べ
て
撲
初
の
人
口
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
容
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
@
こ
の
記
事
は
問
題
が
多
い
。
郡
・
固
と
も
に
六
十
三
銭
を
も
っ
て
貢
献
費
と
し
た
と
解
す
べ
き
か
、
戒
は
宮
崎
前
掲
論
文
の
よ
う
に
、
漢
直
轄
の
郡
で
は
算
斌
百
二
十
銭
白
う
ち
六
十
三
銭
を
上
輸
し
、
残
り
の
五
十
七
銭
で
地
方
財
政
の
処
理
を
行
な
っ
た
と
解
す
べ
き
か
、
決
定
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
こ
り
詔
由
主
意
が
諸
侯
の
賦
倣
を
削
減
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
直
轄
郡
白
場
合
も
賦
敏
か
ら
支
出
さ
れ
る
献
費
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
宮
崎
氏
自
説
が
妥
当
で
あ
る
う
。
(
但
し
口
算
百
二
十
銭
か
ら
の
み
支
出
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
)
王
国
白
賦
倣
と
貢
献
。
関
係
が
こ
の
記
事
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
り
だ
と
す
れ
ば
、
後
に
賦
舷
が
中
央
に
回
収
さ
れ
た
時
、
王
国
は
貢
献
費
を
賦
蝕
以
外
り
収
入
か
ら
支
出
し
ね
ば
な
ら
ず
、
財
政
的
に
打
撃
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
惟
う
に
、
一
人
六
十
三
銭
と
い
う
貢
献
由
規
定
が
諸
侯
王
の
宮
を
漢
に
吸
収
す
る
目
的
を
も
っ
た
も
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
漢
に
と
っ
丈
賦
舷
と
重
要
な
山
沢
を
回
収
し
た
後
、
こ
の
貢
献
制
を
維
持
す
る
意
味
が
半
減
す
る
。
従
っ
て
呉
楚
七
園
田
乱
後
、
賦
散
と
重
要
な
山
沢
田
回
収
が
次
第
に
行
な
わ
れ
た
時
、
六
十
三
銭
に
定
制
化
さ
れ
た
貢
献
制
は
次
第
に
消
滅
し
、
「
貢
職
」
を
奉
ず
る
意
味
白
貢
献
が
存
続
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
史
記
巻
五
九
五
宗
世
家
太
史
公
自
に
「
高
祖
時
諸
侯
皆
賦
、
(
中
略
)
自
呉
楚
反
後
、
(
中
略
〉
諸
侯
独
得
金
租
税
、
奪
之
権
。
」
と
あ
り
、
貢
献
の
費
を
こ
白
租
税
か
ら
出
し
た
白
で
あ
る
。
@
宮
崎
前
掲
論
文
。
し
か
し
漢
書
巻
四
七
文
三
王
伝
梁
孝
王
武
伝
に
よ
れ
ば
、
乱
平
定
に
大
功
の
あ
っ
た
架
は
莫
大
な
富
を
有
し
て
お
り
、
景
帝
中
六
年
孝
王
武
が
死
亡
す
る
ま
で
七
閏
の
乱
以
前
と
同
様
或
は
そ
れ
以
上
回
権
力
を
認
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
叉
同
巻
五
十
一
云
京
十
三
王
伝
謬
西
子
王
端
伝
に
「
令
吏
品
川
得
収
租
賦
」
と
あ
る
が
、
景
帝
中
五
年
以
後
四
事
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
従
っ
て
同
伝
中
山
靖
王
勝
伝
に
「
武
帝
初
即
位
、
大
臣
懲
呉
楚
七
国
行
事
、
読
者
多
寛
誼
錯
之
策
、
皆
以
諸
侯
連
城
数
十
泰
強
、
欲
梢
侵
削
、
数
表
暴
其
過
語
。
」
と
あ
る
よ
う
に
諸
侯
王
の
権
力
・
領
地
を
次
第
に
削
減
し
た
白
で
あ
ろ
う
。
本
文
で
引
用
し
た
漠
興
以
来
諸
侯
王
年
表
序
白
文
は
、
一
時
に
こ
れ
ら
の
処
置
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
白
で
は
な
く
、
司
馬
選
の
時
代
の
現
実
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
史
記
巻
一
二
二
酷
吏
伝
に
「
越
国
以
冶
鋳
為
業
。
王
数
訟
鉄
官
事
、
湯
常
排
越
王
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
塩
鉄
専
売
り
時
点
で
も
有
力
な
諸
侯
王
と
中
央
町
抗
争
が
あ
っ
た
自
で
あ
る
。
し
か
し
王
国
の
塩
鉄
は
ほ
と
ん
ど
と
の
時
点
で
中
央
に
回
収
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
@
加
藤
前
掲
論
文
。
@
守
屋
美
都
雄
「
桓
露
目
生
卒
年
代
」
(
『
中
国
古
代
。
家
挟
と
国
家
」
)
に
よ
る
。
な
お
新
論
は
光
武
帝
町
時
に
成
っ
た
。
(
後
漢
書
巻
二
八
上
桓
諒
伝
〉
@
宮
崎
前
掲
論
文
。
@
漢
書
巻
八
五
谷
永
伝
に
「
大
興
係
役
、
重
増
賦
徹
、
・
:
陛
下
誠
肯
発
明
聖
之
徳
、
:
:
:
閥
更
減
賦
、
尽
休
力
役
、
・
・
・
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
賦
倣
が
吏
賦
と
賦
円
算
賦
〉
を
そ
白
内
容
と
す
る
と
と
を
示
し
た
記
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。
@
注
⑬
参
照
。
@
影
山
剛
「
均
輸
・
平
準
と
塩
鉄
専
売
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
四
〉
参
照
。
@
前
掲
「
中
園
田
古
代
国
家
の
財
政
機
構
」
。
@
前
掲
論
文
。
@
好
並
前
掲
「
西
漠
元
帝
期
前
後
に
お
け
る
蔽
沢
・
公
団
と
吏
治
」
@
漢
書
巻
六
回
下
買
損
之
伝
に
「
費
四
十
余
万
万
、
大
司
農
銭
尽
、
乃
以
少
府
禁
銭
続
之
」
と
あ
り
、
完
族
の
反
乱
平
定
に
少
府
白
禁
銭
を
支
出
し
た
と
と
り
反
映
が
こ
由
記
事
に
表
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
上
林
苑
内
で
の
官
奴
縛
や
貧
民
に
よ
る
養
鹿
り
事
実
と
、
鹿
矢
に
よ
る
収
入
の
事
実
ま
で
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
@
毎
年
目
鋳
銭
額
及
び
酎
金
額
に
つ
い
て
は
加
藤
前
掲
論
文
を
参
照
。
な
お
列
侯
の
酎
金
額
は
、
武
帝
元
鼎
五
年
九
月
の
酎
金
事
件
以
後
の
列
侯
数
を
約
百
寸
と
し
、
そ
の
平
均
戸
数
を
二
千
円
布
目
潮
湘
「
前
漠
侯
国
考
」
ハ
東
洋
史
研
究
二
ニ
巻
五
号
)
に
よ
る
U
、
一
戸
平
均
五
口
と
し
て
計
算
す
る
と
、
漢
代
財
政
制
度
変
革
の
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
( 
山
田
U 
四
金
二
百
七
十
五
斤
即
ち
銭
二
百
七
十
五
万
銭
と
な
る
る
。
@
な
お
平
中
氏
は
「
世
間
代
田
田
租
と
災
害
に
よ
る
其
の
減
免
」
(
『
中
国
古
代
田
回
制
と
税
法
』
〉
に
お
い
て
、
漢
代
の
田
租
は
定
率
と
は
言
っ
て
も
実
際
に
は
定
額
で
あ
り
、
畝
当
り
田
租
額
は
大
約
五
升
前
後
で
あ
っ
た
と
す
る
。
@
こ
の
記
事
に
つ
い
て
。
影
山
剛
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
均
輸
は
漢
初
の
貢
献
を
合
理
的
に
再
編
成
し
改
革
し
た
も
白
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
根
拠
は
塩
鉄
論
本
議
篇
及
び
後
漢
書
巻
一
一
劉
盈
子
伝
注
引
塩
鉄
諭
の
「
頁
翰
」
及
び
「
其
物
」
・
「
其
方
物
」
と
い
う
言
葉
に
あ
り
、
平
準
書
及
び
金
貨
志
に
あ
る
「
賦
輸
」
・
「
賦
」
を
賦
で
は
な
く
貢
献
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
史
記
・
漢
書
に
見
ら
れ
る
名
詞
と
し
て
の
賦
は
、
賦
蝕
乃
至
算
賦
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
「
賦
輪
」
は
一
般
的
な
租
税
を
指
す
D
で
は
な
く
賦
倣
乃
至
算
賦
目
上
輸
を
指
す
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
平
串
書
・
食
貨
士
山
を
第
一
史
料
と
す
る
限
り
、
地
方
か
ら
中
央
へ
り
「
賦
」
の
上
輸
を
改
革
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
叉
塩
鉄
論
に
お
い
て
「
旦
貝
」
は
、
「
是
以
県
官
開
園
池
、
総
山
海
、
致
利
以
助
貢
賦
」
(
園
池
篇
〉
「
今
以
天
下
之
宮
、
海
内
之
財
、
首
都
之
貢
」
ハ
軽
重
篇
)
と
も
使
わ
れ
て
お
り
、
所
謂
貢
献
に
限
定
し
な
い
、
賦
税
の
上
輸
由
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
塩
鉄
論
申
文
が
平
準
書
と
異
な
る
所
は
、
桓
寛
が
「
推
街
塩
鉄
之
議
」
ハ
漢
書
巻
六
六
公
孫
劉
田
王
楊
察
陳
鄭
伝
賛
)
し
た
結
果
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
史
記
が
拠
っ
た
一
Z
D
桑
弘
芋
の
上
奏
に
は
「
賦
輸
」
と
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
叉
彰
山
氏
は
「
こ
り
解
釈
が
成
立
す
る
と
、
均
輸
法
は
前
漢
帝
国
税
法
史
上
、
画
期
的
な
変
革
を
内
容
と
し
、
漢
代
農
民
り
負
担
体
系
四
基
本
的
部
分
で
あ
る
田
租
と
口
算
。
徴
収
の
代
り
に
、
各
地
白
産
物
を
収
納
し
た
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
均
輸
法
以
後
町
漢
代
税
法
史
で
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
変
化
を
確
認
で
き
る
事
実
は
発
見
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
ハ
傍
点
は
引
用
者
〉
と
述
べ
て
従
来
の
見
解
(
吉
田
虎
雄
前
掲
著
書
的
見
解
U
を
退
け
て
い
る
。
し
か
し
均
輸
法
が
商
品
価
値
目
高
い
物
品
を
賦
歓
を
資
本
と
し
て
買
収
し
た
も
り
と
す
れ
ば
、
賦
本
来
目
性
格
を
何
ら
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
後
漢
書
巻
四
三
朱
陣
伝
白
帳
林
に
よ
る
「
文
宣
因
交
肱
益
州
上
計
吏
往
来
、
市
珍
宝
、
収
釆
其
利
、
武
帝
時
所
謂
均
輸
者
也
。
」
と
い
う
主
張
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
平
準
書
・
金
貨
士
山
の
記
事
か
ら
自
ら
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
均
輸
は
あ
く
ま
で
も
遠
方
の
珍
物
或
は
商
品
価
値
目
高
い
物
品
を
商
業
的
に
操
作
し
て
剥
益
を
あ
げ
る
ζ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
秦
の
事
で
あ
る
が
、
買
誼
が
「
而
釆
一
銭
之
賦
、
数
十
銭
之
費
」
(
新
書
巻
三
属
遠
〉
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
遠
方
か
ら
り
賦
輸
は
そ
む
運
送
費
を
償
わ
ず
、
或
は
数
十
倍
の
経
費
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
商
人
出
身
の
桑
弘
羊
は
こ
の
点
に
注
目
し
て
賦
銭
を
商
業
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
も
白
と
思
わ
れ
る
。
「
令
遠
方
各
以
其
物
如
異
時
商
頁
所
転
販
者
為
賦
」
(
金
貨
志
。
平
準
書
は
本
文
引
用
の
よ
う
に
「
如
」
無
く
、
「
異
」
を
「
貴
」
に
作
る
)
と
は
、
本
来
賦
銭
で
徴
収
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
賦
銭
を
資
本
と
し
て
商
品
価
値
の
高
い
物
品
を
買
っ
て
賦
と
し
て
上
輸
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
う
。
原
則
と
現
実
り
運
営
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
均
輸
の
物
品
買
収
に
転
換
さ
れ
た
賦
銭
は
あ
く
ま
で
も
賦
飲
収
入
の
項
目
に
留
る
も
の
で
あ
り
、
均
翰
白
収
入
と
は
こ
れ
ら
む
物
品
を
商
業
的
に
運
用
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
利
益
だ
け
に
な
る
。
だ
が
平
準
と
結
合
し
て
「
天
下
之
貨
物
」
を
独
占
し
た
利
益
は
巨
額
で
あ
る
う
。
「
民
不
益
賦
、
而
天
下
用
銚
」
(
平
準
書
)
と
あ
る
が
、
均
輸
O
場
合
も
賦
を
増
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
普
通
的
に
商
品
価
値
を
も
ち
、
且
つ
注
@
で
述
べ
る
よ
う
に
外
国
貿
易
に
必
要
な
も
む
と
し
て
布
吊
浜
主
に
買
収
さ
れ
た
。
以
上
り
よ
う
な
均
輪
運
営
上
田
原
則
に
も
関
ら
ず
、
実
施
白
段
階
に
お
い
て
は
、
商
業
利
潤
と
し
て
で
は
な
く
一
般
人
民
自
犠
牲
に
よ
っ
て
利
益
を
あ
げ
た
こ
と
が
塩
鉄
論
本
議
篇
白
文
学
白
言
葉
に
暴
露
さ
れ
て
お
り
、
賦
申
上
に
(
貢
献
白
上
に
で
は
な
く
〉
新
税
が
附
加
さ
れ
た
と
同
様
。
結
果
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
布
鳥
を
主
な
対
象
と
し
た
こ
と
は
、
影
山
氏
自
指
摘
す
る
よ
う
に
一
定
由
紡
績
手
工
業
白
発
展
を
前
提
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
均
輸
町
実
施
が
逆
に
布
吊
の
生
産
を
促
し
た
事
情
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
@
し
か
し
中
央
の
財
庫
に
納
入
さ
れ
る
金
銭
布
吊
類
は
帝
室
財
政
白
方
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
国
家
財
政
は
各
郡
固
に
か
な
り
の
賦
銭
を
留
め
て
行
政
費
(
俸
禄
も
含
む
〉
と
し
て
支
出
し
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
居
延
の
成
卒
へ
支
給
す
る
賦
銭
は
成
卒
白
出
身
郡
県
か
ら
直
送
さ
れ
て
い
る
(
米
国
前
掲
論
文
〉
ロ
@
平
準
書
に
「
而
水
衡
・
少
府
・
大
農
・
太
僕
各
置
農
官
、
往
往
即
郡
県
比
没
入
園
田
之
」
と
あ
る
こ
と
、
又
注
⑬
で
述
べ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
国
家
財
政
に
属
す
る
公
田
が
よ
り
広
い
と
も
恩
わ
れ
る
@
@
前
掲
拙
稿
「
漢
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
。
@
注
@
参
照
。
⑧
浜
口
「
丙
漢
白
中
央
諸
草
に
就
い
て
」
(
『
秦
漢
陪
唐
史
白
研
究
』
上
)
@
注
@
引
米
国
論
文
参
照
。
@
前
掲
拙
稿
「
漢
代
町
公
回
」
。
@
同
右
。
⑧
加
藤
前
掲
論
文
。
@
平
中
前
掲
「
中
国
D
古
代
国
家
甲
府
政
機
構
」
。
@
同
局
前
掲
著
書
一
四
四
頁
以
下
。
文
労
斡
「
漢
代
黄
金
及
銅
銭
的
使
用
問
題
」
理
志
の
文
に
よ
り
西
域
経
由
。
み
な
ら
ず
南
海
経
由
。
金
白
流
出
を
指
摘
す
る
。
漢
代
財
政
制
度
変
革
由
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
( 
山
田
〉
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
四
二
〉
で
も
、
本
文
引
用
の
地
五
一ーノ、
@
宮
崎
寸
六
朝
惰
唐
自
社
会
」
(
歴
史
教
育
一
二
巻
五
号
)
。
@
例
え
ば
西
域
伝
で
、
西
域
諸
国
が
「
黄
金
采
叫
聞
を
賞
五
」
と
桑
弘
苧
が
述
べ
て
い
る
。
又
前
述
の
よ
う
に
布
吊
が
均
輸
で
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
外
交
費
が
国
家
財
政
支
出
と
す
れ
ば
、
こ
の
均
輸
白
絹
吊
が
外
国
貿
易
に
投
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
逆
に
外
国
貿
易
自
盛
況
が
絹
島
町
需
要
を
増
し
、
均
輸
に
お
い
て
主
に
絹
白
聞
が
集
め
ら
れ
た
と
も
言
い
う
る
だ
ろ
う
。
@
「
金
版
与
金
餅
l
l
楚
、
漢
金
幣
及
其
有
関
問
題
」
(
考
古
学
報
一
九
七
三
年
第
二
期
〉
。
@
同
氏
前
掲
著
書
。
@
「
中
国
古
代
貨
幣
経
済
白
衰
類
過
程
」
(
一
橋
大
学
『
社
会
と
文
化
の
諸
相
』
〉
。
@
宇
都
宮
清
吉
「
史
記
貨
殖
伝
研
究
」
(
同
氏
前
掲
著
書
所
収
〉
。
@
同
右
。
及
び
同
氏
「
憧
約
研
究
」
・
「
劉
秀
と
南
陽
」
ハ
共
に
同
右
著
書
所
収
)
。
@
同
右
「
僅
約
研
究
」
参
照
。
@
多
国
凋
介
「
漢
代
田
地
方
商
業
に
つ
い
て
l
|
豪
族
と
小
農
民
自
関
係
を
中
心
に
|
|
」
(
史
潮
九
二
号
)
。
@
前
掲
拙
稿
「
漢
代
田
公
団
」
。
@
多
国
狽
介
「
貌
晋
政
権
主
山
川
の
祭
紀
」
(
日
本
女
子
大
学
「
紀
要
」
一
一
一
一
号
〉
は
、
後
漢
代
、
地
方
官
に
よ
る
名
山
大
川
の
請
雨
蒔
請
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
り
裂
に
は
豪
族
に
よ
る
山
沢
占
有
に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
た
こ
む
よ
う
な
山
沢
の
性
格
変
化
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
